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Right
要
旨本
稿
は
、
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
室
所
蔵
の
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
の
中
か
ら
、｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会
速
記
録｣
を
紹
介
す
る
こ
と
(
第
二
章)
、｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
目
録
を
掲
載
す
る
こ
と
(
第
三
章)
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
解
題
を
付
す
こ
と
(
第
一
章)
の
三
点
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会
速
記
録｣
(｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
Ａ
―
二
―
三)
は
、
一
九
五
一
(
昭
和
二
六)
年
一
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
標
記
談
話
会
の
記
録
を
、
熊
本
大
学
期
成
会
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。｢
速
記
録｣
は
、『
熊
本
大
学
三
十
年
史』
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
的
な
引
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
、
改
め
て
、
原
本
を
元
に
原
稿
を
作
成
し
直
し
、
新
た
に
に
注
釈
を
付
し
て
、
全
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。｢
速
記
録｣
に
は
、
熊
本
医
科
大
学
を
中
心
に
、
第
五
高
等
学
校
等
、
当
時
、
熊
本
に
存
在
し
て
い
た
高
等
教
育
機
関
を
統
合
し
て
、｢
総
合
大
学｣
を
創
設
し
、
帝
国
大
学
へ
の
昇
格
を
目
指
そ
う
と
熱
い
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
が
回
顧
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
々
し
さ
が
興
味
深
い
。
ま
た
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
は
、
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
以
来
、
作
成
さ
れ
て
き
た
事
務
資
料
群
で
あ
る
。
新
制
国
立
大
学
の
発
足
時
、
全
国
各
地
に
も
、
同
様
の
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
事
務
資
料
が
伝
来
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
珍
し
い
た
め
、
こ
こ
に
目
録
を
公
開
し
、
今
後
の
高
等
教
育
史
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
熊
本
大
学
、
熊
本
総
合
大
学
、
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
、
国
立
大
学     (１)本稿の
目
的
一
九
四
九
(
昭
和
二
四)
年
五
月
三
一
日
、
国
立
学
校
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
国
立
大
学
六
九
校
が
一
斉
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
官
立
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
帝
国
大
学
や
単
科
大
学
も
、
全
て
四
年
制
の
新
制
国
立
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
立
大
学
は
、
二
〇
〇
三
(
平
成
一
五)
年
七
月
一
六
日
に
交
付
さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
法
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
か
ら
国
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学
へ
と
移
行
し
た
が
、
現
在
あ
る
国
立
大
学
の
大
多
数
の
大
学
が
、｢
一
九
四
九
年｣
を
、
そ
の
歴
史
の
大
き
な
節
目
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
今
年
、
二
〇
〇
九
年
は
、
国
立
大
学
の
う
ち
、
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
大
学
が
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
熊
本
大
学
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
現
在
、
熊
本
大
学
で
は
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
を
展
開
し
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
は
六
〇
年
史
編
纂
室
も
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
公
開
・
公
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
最
初
の
編
纂
室
の
成
果
物
と
し
て
、
ま
ず
｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会
速
記
録｣
を
紹
介
し
(
第
二
章)
、
次
231 文学部論叢 第100号 (2009)    
戦
後
熊
本
に
お
け
る
｢
総
合
大
学｣
設
置
運
動
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
の
紹
介
上
野
平
真
希
三
澤
純
                                                                                  
に
こ
れ
を
含
む
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
の
目
録
を
掲
載
し
(
第
三
章)
、
加
え
て
こ
れ
ら
に
若
干
の
解
題
を
付
す
(
第
一
章)
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
(
１)
。
本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会
速
記
録｣
(｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
Ａ
―
二
―
三
。
以
下
、｢
速
記
録｣
と
｢
本
資
料｣
と
い
う
二
つ
の
言
葉
を
区
別
無
く
用
い
て
略
称
と
す
る)
は
、
一
九
五
一
(
昭
和
二
六)
年
一
一
月
九
日
に
、
熊
本
大
学
法
文
学
部
内
で
開
催
さ
れ
た
談
話
会
の
記
録
を
、
熊
本
大
学
期
成
会
募
金
事
務
局
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。｢
速
記
録｣
は
、『
熊
本
大
学
三
十
年
史』 (
２)
編
纂
過
程
で
も
注
目
さ
れ
、
筆
耕
本
も
作
成
さ
れ
て
い
る
(
３)
。
し
か
し
完
成
し
た
『
熊
本
大
学
三
十
年
史』
(
以
下
、『
三
十
年
史』
と
略
称)
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
叙
述
の
ベ
ー
ス
と
し
て
は
利
用
し
て
い
る
が
、
直
接
的
な
引
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
、
改
め
て
、
原
本
を
元
に
原
稿
を
作
成
し
直
し
、
新
た
に
注
釈
を
付
し
て
、
全
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
、
国
立
大
学
が
設
置
さ
れ
て
い
く
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
羽
田
貴
史
『
戦
後
大
学
改
革』 (
４)
が
最
新
の
成
果
を
体
系
的
に
示
し
、
熊
本
大
学
に
関
す
る
個
別
的
な
動
き
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
十
年
史』
が
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
背
景
説
明
は
、
こ
れ
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
｢
速
記
録｣
を
読
む
際
に
前
提
と
な
る
事
項
を
解
説
し
、
そ
の
上
で
｢
速
記
録｣
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
の
諸
特
徴
を
摘
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
(
２)
｢
速
記
録｣
の
前
提
ま
ず
こ
の
座
談
会
の
出
席
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
次
頁
の
表
は
、
座
談
会
へ
の
案
内
状
送
付
者
と
参
加
者
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
出
席
者
二
一
名
の
内
訳
は
、
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
大
学
期
成
会
関
係
者
三
名
、
政
府
関
係
者
一
名
、
熊
本
大
学
教
職
員
一
六
名
、
そ
の
他
一
名
と
な
る
。
熊
本
大
学
期
成
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
熊
本
大
学
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
職
か
ら
さ
ら
に
分
類
し
て
み
る
と
、
旧
熊
本
医
科
大
学
関
係
者
二
名
、
旧
第
五
高
等
学
校
関
係
者
五
名
、
旧
熊
本
工
業
専
門
学
校
関
係
者
三
名
、
旧
熊
本
薬
学
専
門
学
校
関
係
者
二
名
、
旧
熊
本
師
範
学
校
関
係
者
四
名
と
な
る
(
５)
。
次
に
、
座
談
会
の
題
目
が
｢
熊
本
総
合
大
学｣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
熊
本
大
学
設
立
の
経
緯
と
極
め
て
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、『
三
十
年
史』
を
踏
ま
え
つ
つ
、
若
干
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
戦
後
初
め
て
、
熊
本
県
内
の
高
等
教
育
機
関
の
今
後
の
あ
り
方
を
論
議
し
た
の
は
、
一
九
四
五
(
昭
和
二
〇)
年
一
二
月
一
〇
日
に
、
熊
本
県
議
会
で
行
わ
れ
た
中
野
雅
城
議
員
の
一
般
質
問
で
あ
っ
た
と
い
う
(
６)
。
こ
の
質
問
の
中
で
、
中
野
は
、
熊
本
県
は
こ
れ
ま
で
長
く
農
業
県
・
教
育
県
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
今
後
も
こ
の
二
本
柱
を
｢
県
治
ノ
根
本
方
策｣
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
上
で
、
現
状
を
｢
農
業
県
デ
ア
ル
熊
本
県
ニ
高
等
農
林
学
校
ガ
ナ
イ
、(
中
略)
教
育
県
ニ
文
理
科
大
学
・
師
範
大
学
ガ
ナ
イ｣
と
描
い
て
見
せ
、｢
即
チ
我
ガ
熊
本
県
ハ
、
農
業
県
・
教
育
県
ト
称
セ
ラ
レ
テ
居
リ
ナ
ガ
ラ
、
実
ガ
挙
ツ
テ
居
ナ
イ
、
有
名
無
実
、
ソ
レ
ガ
我
ガ
熊
本
県
ノ
姿
デ
ア
ル｣
と
嘆
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
中
野
の
結
論
は
、｢
茲ここ
ニ
大
イ
ニ
政
治
的
手
腕
ヲ
発
揮
シ
テ
高
等
農
林
学
校
或
イ
ハ
師
範
大
学
、
文
理
科
大
学
ノ
誘
致
ヲ
図
リ
、
高
等
工
業
ノ
大
学
昇
格
ヲ
図
ル
ガ
宜
シ
イ｣
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
(
７)
。
こ
の
質
問
に
対
し
、
平
井
章
熊
本
県
知
事
も
｢
高
等
農
林
学
校
等
の
誘
致
に
つ
い
て
は
皆
様
と
共
に
そ
の
実
現
に
努
力
を
致
し
た
い
と
考
え
て
い
る｣ (
８)
と
い
う
趣
旨
の
前
向
き
な
答
弁
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
そ
の
時
点
で
熊
本
県
内
に
は
存
在
し
な
い
諸
学
校
を
誘
致
・
新
設
す
る
発
想
は
あ
っ
て
も
、
県
内
に
現
存
す
る
諸
学
校
を
ま
と
め
て
、｢
総
合｣
化
す
る
発
想
は
存
在
し
て
い
な
い
。
戦
後
の
新
し
い
教
育
行
政
の
展
開
に
伴
っ
て
、｢
総
合｣
化
の
発
想
が
生
ま
れ
る
の
は
、
翌
一
九
四
六
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
次
の
新
聞
記
事
は
、
熊
本
県
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
発
想
を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
体
が
結
成
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
学
都
熊
本
市
の
実
現
を
計
ろ
う
と
目
下
、
熊
本
医
大
の
帝
国
大
学
昇
格
運
動
が
市
内
在
住
の
有
識
者
間
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
学
制
改
革
に
関
す
る
教
育
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区分 氏名 役職 (設立以前) 役職 (設立以後) 案内 参加
学 外
及び
期成会
橋爪 清人
熊本総合大学期成会事務局長
熊本県副知事
熊本県副知事 ○ ○
澁谷 保 熊本県総務部長 (不明) ○ ×
大久保勢輔 熊本県議会議長 同左 ○ ×
佐藤眞佐男 熊本市長 同左 ○ ×
大久保武雄 海上保安庁長官 同左 ○ ○
福田 源蔵
元熊本中学校長
熊本大学設置募金事務局長
熊本大学設置募金事務局長 ○ ○
高野 作
熊本県教育長総務部学務課
熊本大学期成会
同左 ○ ○
教 員
鰐渕 健之
熊本医科大学教授
熊本医科大学長
熊本大学長 ○ ○
竹屋 男綱
熊本医科大学教授
(体質医学研究所長)
熊本大学体質医学研究所長 ○ ×
大原 英一 第五高等学校教授 熊本大学理学部教授 ○ ○
落合 和男 第五高等学校教授 熊本大学理学部教授 ○ ○
松本 唯一 熊本工業専門学校長 熊本大学理学部長 ○ ○
吉田 弥七 熊本工業専門学校教授 熊本大学工学部教授 ○ ×
広本文四郎 熊本工業専門学校教授 熊本大学理学部教授 ○ ○
四宮 知郎 熊本工業専門学校教授 熊本大学工学部教授 ○ ×
山田 昌司 第五高等学校教授 熊本大学法文学部助教授 ○ ○
石坂 正蔵 第五高等学校教授 熊本大学法文学部助教授 ○ ○
山下 重輔 熊本師範学校教授 熊本大学教育学部教授 ○ ○
藤田 穆 熊本薬学専門学校長 熊本大学薬学部長 ○ ○
酒井 亮次 熊本薬学専門学校教授 熊本大学薬学部教授 ○ ×
加来 天民 熊本薬学専門学校講師 熊本大学薬学部教授 ○ ×
葛谷 隆正 熊本師範学校教授 熊本大学助教授 ○ ○
事 務
有田 文雄 熊本医科大学所属 熊本大学工学部事務長 ○ ×
荒木 信義
第五高等学校事務官 (～S23)
熊本薬学専門学校事務長(S23.
10～S24)
熊本大学会計課長 ○ ○
牧 奈良市 第五高等学校所属 熊本大学理学部事務長 ○ ○
武田 歳太 熊本工業専門学校所属 熊本大学厚生課長 ○ ○
中本 瀧雄 熊本師範学校所属 熊本大学法文学部事務長 ○ ○
美作小一郎 熊本師範学校教授兼庶務部長 熊本大学事務局長 ○ ○
古閑 文夫 熊本医科大学所属 熊本大学庶務課長 × ○
その他 下田 曲水
熊本高等工業学校嘱託
(『熊本高等工業学校沿革史』
編纂委員)
(不明) ○ ○
｢熊本大学期成会資料｣ A-2-3 ｢熊本総合大学創立回顧談話会速記録｣ と同綴の開催通知送付の伺等より作成｡
＊大久保勢輔県議会議長は代理人出席｡ なお､ 本文中では後から参加予定となっているが､ 実際に参加したのかにつ
いては不明｡
＊
委
員
会
の
草
案
も
米
教
育
使
節
団
来
朝
の
時
、
す
で
に
発
表
さ
れ
、
中
等
学
校
以
上
の
学
校
が
す
べ
て
総
合
、
ま
た
は
単
科
の
大
学
と
な
り
、
高
等
学
校
の
大
学
予
科
変
革
が
近
く
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
熊
本
高
(
工)
専
は
工
業
大
学
に
、
五
高
が
何
か
の
大
学
予
科
に
転
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
こ
の
際
、
熊
本
医
大
を
中
心
と
し
て
五
高
を
法
文
科
、
工
専
を
工
科
、
ま
た
石
坂
前
市
長
(
熊
本
市
第
一
二
代
市
長
の
石
坂
繁
の
こ
と
三
澤
注)
が
目
下
画
策
し
て
い
る
宮
崎
農
専
を
是
が
非
で
も
、
熊
本
市
に
誘
致
し
、
こ
れ
等
を
打
っ
て
一
丸
と
す
る
総
合
大
学
を
、
熊
本
城
内
の
現
医
大
の
敷
地
を
中
心
と
し
て
創
設
し
よ
う
と
い
う
の
が
運
動
の
目
標
で
、
提
唱
者
は
永
井
知
事
、
小
宮
医
大
学
長
、
本
島
五
高
校
長
と
そ
れ
に
石
坂
前
市
長
等
で
、
こ
れ
に
つ
き
大
学
当
局
で
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。(
後
略) (９)
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
熊
本
に
あ
る
高
等
教
育
機
関
が
個
別
に
単
科
大
学
と
な
っ
た
り
、
別
の
大
学
、
例
え
ば
九
州
帝
国
大
学
の
予
科
に
な
っ
て
、
そ
の
従
属
的
存
在
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
熊
本
県
・
市
の
政
界
が
、
医
大
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
、｢
総
合
大
学｣
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
重
要
な
柱
が
、
宮
崎
農
林
専
門
学
校
( )
を
熊
本
に
誘
致
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
｢
農
業
県
・
熊
本｣
の
将
来
の
た
め
に
も
｢
是
が
非
で
も｣
実
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、｢
熊
本
県
内
に
総
合
大
学
を｣
と
い
う
願
い
が
、
県
政
界
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
新
聞
の
見
出
し
に
、
連
日
、｢
総
合
大
学｣
の
文
字
が
躍
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
六
(
昭
和
二
一)
年
一
二
月
一
四
日
、
熊
本
県
議
会
に
｢
一
大
構
想
の
下
に
総
合
大
学
設
置
に
絶
大
の
努
力
を
払
は
れ
た
し｣
と
い
う
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
四
七
(
昭
和
二
二)
年
七
月
一
一
日
、
熊
本
市
議
会
が
国
立
総
合
大
学
設
立
建
議
書
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
こ
と
( )
は
、
こ
の
よ
う
な
県
内
世
論
の
熱
意
の
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
｢
総
合
大
学｣
と
い
う
言
葉
は
、
教
育
行
政
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
熊
本
県
地
域
の
将
来
構
想
を
描
く
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
( )
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
四
七
年
七
月
二
二
日
に
、
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
が
結
成
さ
れ
た
。
熊
本
県
議
会
で
も
、
七
月
二
五
日
に
、｢
早
急
に
本
県
に
総
合
大
学
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
機
宜
の
方
策
を
講
ぜ
ら
れ
た
い｣
旨
の
建
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
直
ち
に
国
会
に
対
し
て
請
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
( )
。
本
資
料
が
作
成
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会｣
は
、
こ
の
時
の
運
動
当
事
者
た
ち
が
、
そ
の
熱
気
が
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
自
ら
の
記
憶
を
記
録
に
留
め
て
お
く
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
３)
｢
速
記
録｣
の
骨
格
｢
速
記
録｣
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
の
活
動
が
大
ま
か
に
前
期
と
後
期
と
に
分
か
れ
る
こ
と
、
そ
の
画
期
と
な
る
の
が
、
一
九
四
八
(
昭
和
二
三)
年
六
月
二
二
日
に
、
文
部
省
が
一
府
県
に
最
低
一
大
学
を
設
置
す
る
こ
と
を
主
柱
と
す
る
｢
国
立
大
学
設
置
一
一
原
則｣
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
目
新
し
さ
は
な
い
が
、
熊
本
の
実
態
を
活
写
し
た
本
資
料
の
内
容
が
持
つ
歴
史
的
価
値
は
や
は
り
高
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
期
は
、
一
年
足
ら
ず
の
、
短
い
期
間
で
あ
る
が
、
運
動
が
最
も
熱
気
に
満
ち
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
熱
気
を
支
え
て
い
た
も
の
が
、｢
速
記
録｣
中
の
福
田
源
蔵
の
発
言
(
正
確
に
は
、
談
話
会
に
欠
席
し
た
大
久
保
勢
輔
・
熊
本
県
議
会
議
長
の
メ
モ
の
代
読)
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
即
ち
、｢
昭
和
二
十
二
年
六
月
ご
ろ
と
思
う
、
総
合
大
学
十
校
を
日
本
に
必
要
と
す
る
の
で
、
あ
と
三
校
を
新
た
に
つ
く
る
と
い
う
う
わ
さ
が
あ
つ
た
。
そ
の
三
校
に
割
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
情
報
が
東
京
方
面
か
ら
と
ど
い
た｣
(
本
稿
二
二
頁)
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
｢
総
合
大
学｣
と
い
う
言
葉
は
、｢
帝
国
大
学｣
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
｢
情
報｣
は
、
戦
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
上 野 平 真 希・三 澤 純 234
る
七
帝
大
に
加
え
て
、
あ
と
三
つ
の
総
合
大
学
が
作
ら
れ
る
方
向
性
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
中
に
何
と
か
熊
本
が
割
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
競
争
に
、
金
沢
・
熊
本
・
岡
山
・
新
潟
・
広
島
等
の
各
県
が
名
乗
り
を
あ
げ
、
激
し
い
運
動
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
が
｢
総
合
大
学｣
と
い
う
名
称
を
織
り
込
ん
で
、
一
九
四
七
年
七
月
二
二
日
に
結
成
さ
れ
る
こ
と
の
歴
史
的
意
味
を
見
事
に
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
｢
速
記
録｣
か
ら
は
、
こ
う
し
た
地
元
政
界
中
心
の
運
動
の
活
発
化
に
対
し
て
、
各
高
等
教
育
機
関
の
教
官
た
ち
の
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
運
動
体
の
側
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
様
子
も
リ
ア
ル
に
伺
う
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
。
実
際
、
戦
前
、
熊
本
県
選
出
の
国
会
議
員
と
し
て
、
立
憲
民
政
党
系
の
内
閣
で
数
多
く
の
閣
僚
経
験
を
持
ち
、
当
時
は
政
界
を
引
退
し
て
い
た
安
達
謙
蔵
は
、
後
に
熊
本
大
学
の
初
代
学
長
と
な
る
鰐
淵
健
之
(
当
時
は
熊
本
医
科
大
学
長)
に
宛
て
た
一
九
四
七
年
六
月
二
九
日
付
書
翰
の
中
で
、
熊
本
医
大
を
中
心
と
し
て
当
地
に
総
合
大
学
建
設
之
事
、
文
部
当
局
は
希
望
し
居
る
も
、
地
元
の
各
校
長
・
教
授
連
の
熱
度
低
調
と
の
評
あ
り
、
事
実
ニ
有
之
候
哉
如
何
。
老
齢
何
事
を
も
為
し
得
ず
、
遺
憾
此
事
に
有
之
( )
。
と
述
べ
て
い
た
。
結
局
、
こ
の
方
向
性
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
先
述
し
た
文
部
省
の
一
一
原
則
が
発
表
さ
れ
、
運
動
は
目
に
見
え
て
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
っ
た
。
談
話
会
で
は
、
後
期
の
こ
と
も
話
題
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
参
加
者
の
思
い
出
は
、
熱
い
運
動
を
繰
り
広
げ
た
前
期
に
集
中
し
て
い
る
ら
し
く
、
後
期
の
扱
い
は
か
な
り
軽
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
(
４)
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
に
つ
い
て
と
こ
ろ
で
、
本
稿
第
三
章
で
は
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
目
録
を
掲
載
す
る
が
、｢
速
記
録｣
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
に
端
を
発
す
る
事
務
資
料
群
で
あ
る
。
熊
本
大
学
期
成
会
は
一
九
六
〇
年
頃
に
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
か
ら
名
称
変
更
し
(
そ
の
後
も
、
二
つ
の
名
称
は
併
存
し
て
い
る)
、
一
九
四
九
年
一
一
月
の
熊
本
大
学
開
学
以
後
も
、
熊
本
大
学
へ
の
支
援
活
動
を
続
け
た
(
一
九
六
一
年
に
解
散)
。『
三
十
年
史』
は
、
期
成
会
の
活
動
を
、
募
金
に
よ
る
資
金
援
助
活
動
を
中
心
に
略
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
読
む
と
、
現
在
の
熊
本
大
学
の
成
立
基
盤
に
は
、
県
内
各
地
を
は
じ
め
、
遠
く
海
外
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
も
の
が
数
多
く
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
図
版
は
、
筆
者
(
三
澤)
の
研
究
室
に
あ
る
書
架
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
金
属
製
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。
個
人
的
な
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
書
架
は
、
筆
者
が
一
九
九
九
年
四
月
に
熊
本
大
学
に
赴
任
し
た
時
に
、
前
任
者
の
研
究
室
に
備
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
そ
の
研
究
室
か
ら
引
っ
越
す
際
、
古
い
木
製
書
架
な
の
で
廃
棄
し
よ
う
と
も
考
え
た
が
、
こ
の
ラ
ベ
ル
が
気
に
な
っ
て
、
現
在
の
研
究
室
に
持
っ
て
き
た
(
当
時
は
、
熊
本
大
学
期
成
会
の
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た)
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
物
品
や
図
書
が
、
現
在
で
も
、
熊
本
大
学
内
の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
て
い
る
は
戦後熊本における ｢総合大学｣ 設置運動235
図版 ｢熊本大学期成会｣ のラベル
(文学部三澤研究室で撮影)
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
三
十
年
史』
や
そ
の
基
と
な
っ
た
期
成
会
資
料
を
見
て
い
る
と
、
期
成
会
が
音
頭
を
と
っ
て
集
め
ら
れ
た
募
金
で
校
舎
建
設
ま
で
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
国
立
大
学
各
校
は
、
法
人
化
を
機
に
、｢
地
域
貢
献｣
｢
地
域
連
携｣
を
声
高
に
叫
び
始
め
た
が
、
少
な
く
と
も
熊
本
大
学
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
｢
地
域｣
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
側
面
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
回
、
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
筆
者
も
そ
の
任
務
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、
最
初
に
手
が
け
た
仕
事
の
一
つ
が
、
こ
の
｢
熊
本
大
学
期
成
会
資
料｣
の
整
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
業
を
進
め
る
う
ち
に
、
こ
れ
は
、
熊
本
県
庁
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
九
七
一
年
に
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
全
国
各
地
の
国
立
大
学
に
も
、
同
様
の
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
事
務
資
料
が
伝
来
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
等
が
分
か
っ
て
き
た
。
今
回
の
目
録
作
成
と
公
表
を
機
に
、
今
後
、
こ
の
資
料
を
活
用
し
た
総
合
的
研
究
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 (１)
第
一
章
は
三
澤
、
第
二
章
・
第
三
章
は
上
野
平
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
(
２)
熊
本
大
学
三
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
熊
本
大
学
三
十
年
史』
(
一
九
八
〇
年)
。
(
３)
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
室
所
蔵
。
(
４)
羽
田
貴
史
『
戦
後
大
学
改
革』
(
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年)
。
(
５)
表
中
の
荒
木
信
義
は
、
旧
第
五
高
等
学
校
と
旧
熊
本
薬
学
専
門
学
校
両
方
に
関
係
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
勤
務
時
期
か
ら
後
者
の
関
係
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
(
６)
『
三
十
年
史』
一
〇
ペ
ー
ジ
及
び
『
熊
本
県
議
会
史』
第
五
巻
(
一
九
七
九
年)
。
(
７)
史
料
は
、『
三
十
年
史』
一
〇
ペ
ー
ジ
所
引
。
(
８)
『
熊
本
県
議
会
史』
第
五
巻
三
一
九
ペ
ー
ジ
。
(
９)
一
九
四
六
年
四
月
二
三
日
付
『
朝
日
新
聞』
熊
本
県
内
版
。
( )
一
九
二
四
(
大
正
一
三)
年
に
宮
崎
高
等
農
林
学
校
と
し
て
設
立
、
一
九
四
四
(
昭
和
一
九)
年
に
宮
崎
農
林
専
門
学
校
と
改
称
。
現
在
の
宮
崎
大
学
農
学
部
の
前
身
校
。
( )
『
三
十
年
史』
一
二
〜
一
三
ペ
ー
ジ
。
( )
そ
う
し
た
ム
ー
ド
の
中
で
、
次
に
示
す
熊
本
医
大
の
学
生
の
言
葉
は
、
な
ぜ
総
合
大
学
が
必
要
か
な
の
か
を
、
学
生
の
視
点
か
ら
捉
え
て
い
て
興
味
深
い
。
総
合
大
学
が
も
し
実
現
さ
れ
ず
、
各
個
に
単
科
大
学
と
な
り
、
他
に
委
□
(
嘱)
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
果
た
し
て
内
容
の
充
実
し
た
大
学
が
期
待
さ
れ
る
で
せ
う
か
、
恐
ら
く
今
よ
り
も
み
じ
め
な
名
だ
け
の
大
学
と
な
つ
て
し
も
(
ま)
う
で
し
よ
う
。
我
々
は
学
生
と
し
て
の
立
場
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
県
の
教
育
振
興
に
も
密
接
な
関
連
を
も
つ
総
合
大
学
の
本
□
(
県)
設
置
に
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
、
全
県
民
に
呼
び
か
け
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
一
九
四
八
年
一
月
三
〇
日
付
『
熊
本
日
日
新
聞』)
( )
『
三
十
年
史』
一
四
〜
一
五
ペ
ー
ジ
。
( )
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
室
所
蔵
。
                                
[
凡
例]・
資
料
収
録
に
あ
た
り
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
読
み
に
く
い
語
句
や
明
ら
か
な
記
述
の
誤
り
に
つ
い
て
は
(
)
で
記
し
た
。
・
各
参
加
者
の
発
言
に
お
い
て
、
記
憶
の
行
き
違
い
等
に
よ
り
事
実
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
・
三
四
ペ
ー
ジ
以
下
の
目
録
は
、
上
野
平
の
責
任
の
下
、
今
林
茂
文
、
木
梨
寛
子
、
西
上
史
恵
(
以
上
熊
本
大
学
文
学
部)
、
魚
住
朗
子
、
倉
田
法
子
、
知
念
禎
(
以
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上
熊
本
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科)
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
た
。
(
表
紙)
｢
熊
本
総
合
大
学
創
立
回
顧
談
話
会
速
記
録
二
六
、
十
一
、
九｣
○
福
田
(
１)
こ
の
回
顧
の
談
話
は
、
皆
さ
ん
が
お
揃
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
性
質
の
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
だ
い
ま
か
ら
ご
開
会
を
願
い
ま
す
。
○
鰐
渕
(
２)
今
日
は
、
だ
ん
だ
ん
時
が
経
ち
ま
す
と
熊
本
総
合
大
学
の
設
立
経
過
な
ど
み
ん
な
忘
れ
て
し
ま
い
、
又
資
料
も
散
逸
い
た
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
当
時
に
関
係
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
つ
た
皆
さ
ん
に
集
つ
て
い
た
だ
い
て
、
話
が
生
々
し
い
う
ち
に
記
録
に
と
ど
め
て
お
い
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
て
、
期
成
会
の
ほ
う
で
こ
の
催
し
を
お
願
い
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
副
知
事
(
３)
が
き
て
司
会
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ち
よ
つ
と
用
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
初
(
始)
め
て
頂
き
ま
す
。
現
在
の
関
係
者
と
そ
の
当
時
の
関
係
者
と
違
つ
て
居
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
に
実
際
活
動
さ
れ
た
人
か
ら
、
な
ん
で
も
い
い
か
ら
追
憶
談
を
お
願
い
し
て
、
記
録
に
と
ど
め
て
お
き
度
い
と
存
じ
ま
す
。
正
確
な
数
と
か
日
時
な
ど
は
な
か
ゝ
ゝ
覚
書
で
も
な
い
と
む
つ
か
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
と
か
ら
訂
正
い
た
し
ま
す
か
ら
、
重
要
な
、
こ
れ
は
と
思
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
ら
ご
発
言
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
く
は
じ
め
か
ら
の
こ
と
は
県
会
議
長
(
４)
な
ど
が
一
番
関
係
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
書
い
た
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
福
田
先
生
に
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
○
福
田
県
会
議
長
は
昨
日
、
私
は
今
日
の
会
に
は
ど
う
し
て
も
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
用
事
の
た
め
に
出
席
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
な
た
に
要
領
だ
け
お
話
し
て
お
き
ま
し
よ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
が
聞
い
た
分
を
二
・
三
要
領
を
書
い
て
お
り
ま
す
か
ら
、
読
上
げ
ま
す
。
尚
後
で
チ
ヨ
ツ
ト
出
席
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
云
ふ
コ
ト
で
し
た
。
期
成
会
の
ほ
う
で
残
つ
て
お
り
ま
す
記
録
か
ら
い
た
し
ま
す
と
、
昭
和
二
十
二
年
、
三
月
二
十
四
日
に
大
学
設
置
運
動
の
た
め
に
在
京
の
有
志
に
、
衆
議
院
・
参
議
院
の
議
員
た
ち
を
併
せ
て
東
京
に
お
け
る
実
行
委
員
と
い
う
も
の
を
お
頼
み
し
た
と
い
う
記
録
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
大
久
保
議
長
の
記
憶
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
ご
ろ
と
思
う
、
総
合
大
学
十
校
を
日
本
に
必
要
と
す
る
の
で
、
あ
と
三
校
を
新
た
に
つ
く
る
と
い
う
う
わ
さ
が
あ
つ
た
。
そ
の
三
校
に
割
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
情
報
が
東
京
方
面
か
ら
と
ど
い
た
。
そ
こ
で
本
県
に
お
い
て
は
、
県
知
事
を
期
成
会
長
と
し
て
、
議
長
が
副
会
長
と
云
ふ
資
格
で
、
そ
の
誘
致
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
う
し
て
最
初
は
大
学
並
び
に
各
高
等
専
門
学
校
が
そ
れ
に
た
い
す
る
見
解
や
い
ろ
ゝ
ゝ
の
立
場
の
相
違
か
ら
、
学
校
方
面
は
な
か
ゝ
ゝ
足
並
が
そ
ろ
い
に
く
か
つ
た
。
こ
と
に
い
ろ
ゝ
ゝ
そ
の
当
時
の
取
沙
汰
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
、
あ
る
部
面
で
は
今
度
大
学
に
な
つ
た
場
合
に
、
そ
う
い
う
専
門
学
校
等
の
教
授
連
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
か
、
こ
う
い
う
ご
心
配
な
事
情
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六
三
三
四
制
と
い
う
も
の
が
い
よ
い
よ
ハ
ッ
キ
リ
す
が
(
姿)
た
が
み
え
だ
し
て
き
た
の
で
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
の
危
惧
は
な
く
な
つ
た
。
し
か
し
最
初
は
現
在
大
学
に
入
つ
て
い
る
者
の
ほ
か
、
語
専
(
５)
・
女
大
(
６)
等
も
参
加
し
て
た
び
ゝ
ゝ
会
合
が
あ
つ
た
。
で
、
県
会
で
は
昭
和
二
十
二
年
八
月
の
県
会
に
、
こ
の
運
動
に
必
要
な
三
十
万
円
を
追
加
予
算
と
し
て
決
議
し
、
そ
う
し
て
県
会
議
長
と
河
野
県
会
議
員
と
、
稲
毛
県
学
務
部
長
、
西
本
議
会
事
務
局
長
及
び
清
田
と
い
う
県
の
学
務
部
主
事
と
一
緒
に
誘
致
運
動
の
た
め
上
京
し
て
陳
情
し
た
。
そ
う
し
て
そ
の
陳
情
の
さ
い
に
、
大
久
保
海
上
保
安
庁
長
官
(
７)
当
時
は
運
輸
省
の
海
運
局
長
で
あ
つ
た
と
思
う
が
が
、
文
部
省
の
剣
木
大
学
教
育
局
次
長
(
８)
と
い
ろ
ゝ
ゝ
話
を
し
て
大
臣
や
次
官
等
に
紹
介
し
て
も
ら
い
、
な
お
ま
た
外
務
省
の
原
と
い
う
事
務
官
か
ら
文
部
省
の
春
山
大
学
教
育
課
長
を
紹
介
し
て
も
ら
つ
て
、
と
も
ど
も
に
非
常
に
誘
致
に
つ
い
て
ご
尽
力
を
願
つ
た
。
そ
れ
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
ご
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
こ
の
お
話
の
と
き
に
は
割
愛
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
戦後熊本における ｢総合大学｣ 設置運動237
て
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
つ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
ま
だ
こ
う
い
う
運
動
の
た
め
に
三
十
万
円
で
は
な
お
不
足
を
つ
(
告)
げ
る
折
か
ら
、
次
の
通
常
県
会
だ
つ
た
と
思
う
が
、
山
中
議
員
で
あ
つ
た
と
思
う
が
、
質
問
を
し
て
、
こ
の
前
の
県
会
で
運
動
費
を
議
決
し
、
さ
ら
に
上
京
し
て
さ
か
ん
に
運
動
さ
れ
た
が
、
そ
の
三
十
万
円
は
有
効
適
当
に
使
用
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ
の
運
動
の
結
果
見
通
し
は
ど
う
か
、
こ
う
い
う
質
問
を
さ
れ
て
、
議
長
は
有
望
だ
、
又
費
用
は
有
効
適
切
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
と
答
弁
し
た
そ
ー
で
す
。
知
事
は
望
み
が
う
す
い
と
こ
う
い
わ
れ
た
ん
で
し
よ
う
、
ど
つ
ち
が
ほ
ん
と
う
だ
と
い
う
、
こ
う
い
う
質
問
が
あ
つ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
見
通
し
だ
か
ら
め
い
め
い
で
必
ず
し
も
一
致
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
じ
や
な
い
か
、
ど
つ
ち
が
本
当
で
ど
つ
ち
が
ウ
ソ
、
そ
う
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
話
も
出
た
。
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
さ
ら
に
三
十
万
円
の
運
動
費
を
決
議
し
、
そ
う
し
て
翌
二
十
三
年
三
月
十
四
日
、
朝
日
館
(
９)
で
大
学
誘
致
運
動
の
県
民
大
会
を
開
催
し
て
、
総
合
大
学
を
ど
う
し
て
も
熊
本
に
誘
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、
た
い
へ
ん
火
の
手
を
あ
げ
た
。
そ
う
し
て
学
生
も
そ
の
こ
ろ
か
ら
誘
致
運
動
の
た
め
に
街
頭
に
進
出
を
し
て
大
い
に
運
動
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
再
三
上
京
陳
情
し
、
そ
う
し
て
各
文
部
省
の
関
係
方
面
及
び
進
駐
軍
の
ほ
う
に
も
そ
れ
ぞ
れ
働
ら
(
マ
マ)
き
か
け
た
。
そ
う
し
て
ま
だ
自
分
た
ち
の
思
う
ほ
ど
県
民
一
体
の
熱
が
上
ら
ん
だ
つ
た
か
ら
、
こ
れ
に
は
な
ん
と
か
手
が
あ
り
そ
う
な
も
の
だ
と
思
つ
て
お
つ
た
。
と
こ
ろ
が
女
子
師
範
学
校
( )
で
演
芸
大
会
の
よ
う
な
も
の
を
開
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
歌
舞
伎
座
( )
で
芸
能
ク
ラ
ブ
の
芸
能
大
会
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
十
月
廿
二
、
三
日
の
両
日
、
昼
夜
二
回
計
四
回
、
非
常
な
盛
況
の
埋
(
裡)
に
基
金
募
集
の
会
を
や
つ
た
。
十
五
万
円
計
り
利
益
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
入
場
税
と
し
て
県
に
と
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
ほ
か
の
こ
と
と
違
う
か
ら
免
税
が
出
来
ぬ
か
、
県
税
で
す
か
ら
県
の
ほ
う
に
交
渉
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
十
五
万
円
ほ
ど
は
と
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
三
年
度
に
文
部
省
に
お
い
て
各
大
学
の
い
ろ
い
ろ
な
現
状
調
査
が
必
要
と
あ
つ
て
、
各
方
面
の
デ
ー
タ
ー
を
集
め
ら
れ
た
が
、
本
省
へ
行
つ
て
み
る
と
、
富
山
県
、
広
島
県
等
非
常
に
立
派
な
も
の
が
き
て
お
つ
て
、
熊
本
の
は
ど
う
も
気
が
ひ
け
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
運
動
を
し
て
お
る
途
中
に
、
だ
ん
だ
ん
大
学
の
数
が
ふ
え
て
き
て
、
全
国
各
府
県
に
出
来
る
よ
う
に
な
つ
た
か
ら
、
最
初
十
大
学
と
い
う
ふ
れ
こ
み
の
と
き
よ
り
も
熱
が
さ
め
て
き
た
し
、
な
か
に
は
一
体
運
動
等
を
し
て
ど
れ
だ
け
効
能
が
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
を
い
う
人
も
あ
つ
た
が
、
実
は
こ
う
い
う
こ
と
の
た
め
に
文
部
省
に
も
了
解
し
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
や
つ
た
か
ら
、
他
の
高
等
学
校
の
中
に
は
そ
う
い
か
な
い
で
、
教
養
学
部
の
一
部
に
な
つ
た
り
し
た
の
も
あ
る
が
、
熊
本
の
五
高
は
法
文
学
部
と
理
学
部
の
二
つ
に
な
り
、
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
で
は
薬
学
部
と
い
う
の
は
医
学
部
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
熊
本
は
薬
学
部
が
独
立
の
学
部
に
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
運
動
は
徒
事
で
は
な
か
つ
た
と
信
じ
て
い
る
。
要
領
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以
上
。
○
鰐
渕
そ
れ
は
運
動
の
初
め
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
皆
さ
ん
ご
関
係
に
な
つ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
参
考
の
た
め
に
ち
よ
つ
と
私
、
大
体
の
経
過
を
お
話
し
ま
す
と
、
い
ま
大
久
保
さ
ん
の
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
二
十
二
年
八
月
文
部
省
で
大
学
を
つ
く
る
こ
と
に
た
い
す
る
第
一
回
の
会
会
(
合)
が
あ
つ
た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
話
が
出
て
お
つ
て
、
い
よ
い
よ
文
部
省
と
し
て
は
大
学
を
増
設
す
る
と
い
う
第
一
回
の
会
合
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
年
の
十
二
月
に
な
り
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
東
北
に
お
い
て
イ
ー
ル
ス
(
ズ)
が
( )
大
学
・
専
門
学
校
を
地
方
に
移
譲
す
る
と
い
う
議
が
お
こ
つ
て
、
す
つ
た
も
ん
だ
し
て
お
つ
た
け
れ
ど
も
、
二
十
三
年
三
月
に
い
た
つ
て
地
方
に
移
譲
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
七
月
に
な
つ
て
文
部
省
で
七
つ
の
原
則
を
つ
く
つ
て
大
学
を
つ
く
る
と
い
う
話
を
す
す
め
た
。
お
そ
ら
く
当
時
は
い
ま
大
久
保
さ
ん
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
に
い
く
つ
の
大
学
を
つ
く
る
か
、
七
つ
の
帝
大
の
ほ
か
に
い
く
つ
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
進
ん
で
お
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
六
月
下
旬
に
な
り
ま
し
て
司
令
部
か
ら
十
一
原
則
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
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原
則
の
う
ち
に
、
各
県
に
教
育
学
部
を
含
む
一
つ
以
上
の
大
学
を
つ
く
る
と
い
う
条
件
が
あ
る
、
そ
こ
に
い
た
つ
て
各
県
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
は
つ
き
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
文
部
省
と
し
て
は
全
国
に
あ
る
二
百
七
十
八
の
国
立
大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
を
大
体
六
十
九
の
大
学
に
切
替
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
話
を
ま
と
め
た
。
そ
う
し
て
大
学
設
置
審
議
会
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
て
、
そ
の
活
動
は
大
体
二
十
三
年
の
九
月
ご
ろ
か
ら
各
大
学
の
審
査
を
は
じ
め
、
翌
年
の
三
月
十
六
日
に
之
を
終
了
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
出
来
た
大
学
は
、
全
国
で
申
請
し
た
大
学
数
が
二
百
十
九
、
そ
の
う
ち
で
国
立
六
十
九
、
公
立
二
十
四
、
私
立
百
二
十
三
、
そ
の
他
三
、
許
可
さ
れ
た
も
の
が
国
立
六
十
八
、
公
立
二
十
三
、
私
立
百
二
十
、
そ
の
他
三
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
許
可
さ
れ
た
総
数
が
二
百
十
四
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ア
、
大
学
が
は
じ
め
の
運
動
と
違
つ
て
、
ど
う
し
て
各
県
に
こ
う
た
く
さ
ん
出
来
た
か
と
い
う
概
略
で
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
い
ち
ば
ん
は
や
い
の
は
、
こ
こ
に
お
い
で
に
な
る
う
ち
で
は
、
松
本
さ
ん
( )
と
藤
田
さ
ん
( )
で
す
ね
。
○
大
久
保
武
雄
氏
私
は
、
き
わ
め
て
か
ぎ
ら
れ
た
範
囲
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
剣
木
君
が
非
常
に
好
意
を
も
つ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
終
始
一
貫
し
て
お
つ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
文
部
次
官
が
大
学
教
育
局
長
、
剣
木
君
が
次
長
で
あ
つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
熊
本
を
総
合
大
学
に
し
よ
う
と
い
う
信
念
が
、
い
ま
お
話
に
あ
つ
た
よ
う
に
、
相
当
旺
盛
で
あ
り
ま
し
て
、
非
常
な
好
意
を
も
つ
て
そ
う
い
う
方
向
に
も
つ
て
い
つ
て
く
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
国
に
各
大
学
が
出
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
熊
本
と
金
沢
だ
け
は
こ
れ
は
ま
こ
と
に
大
体
内
容
充
実
し
た
大
学
が
出
来
る
も
の
と
期
待
す
る
と
い
つ
て
、
そ
つ
ち
の
ほ
う
に
も
つ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
応
援
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
○
鰐
渕
い
ま
大
久
保
さ
ん
か
ら
聞
い
た
通
り
で
す
が
、
私
が
こ
の
文
部
省
の
は
じ
め
の
意
図
を
は
つ
き
り
知
つ
た
の
は
、
今
年
の
四
月
、
春
山
課
長
か
ら
で
す
。
春
山
課
長
の
話
し
で
は
金
沢
・
熊
本
は
初
め
か
ら
殆
ん
ど
確
定
的
で
、
そ
れ
に
岡
山
・
新
潟
・
広
島
が
便
乗
し
て
き
て
運
動
が
猛
烈
に
な
つ
た
か
ら
、
そ
れ
で
確
約
せ
ず
に
あ
し
ら
つ
て
き
た
と
云
う
事
で
す
。
も
つ
と
早
く
こ
の
事
を
知
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
は
じ
め
か
ら
安
心
し
て
い
ら
れ
た
ん
で
す
が
ね
。
○
大
久
保
武
雄
こ
れ
は
春
山
君
の
好
意
で
す
が
、
新
潟
が
非
常
に
い
い
資
料
を
も
つ
て
い
つ
て
、
そ
れ
で
春
山
君
が
新
潟
が
模
範
的
資
料
を
つ
く
つ
て
い
る
、
熊
本
が
あ
れ
だ
け
の
設
備
を
も
つ
て
お
る
の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
資
料
を
考
え
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
つ
そ
り
新
潟
の
資
料
を
貸
し
て
く
れ
て
、
県
の
ど
な
た
か
写
さ
れ
た
。
○
橋
爪 ( )
金
沢
も
よ
く
出
来
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
潟
の
が
一
番
よ
か
つ
た
で
す
ね
。
○
鰐
渕
新
潟
の
が
な
ぜ
い
ち
ば
ん
よ
か
つ
た
か
と
い
う
理
由
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
○
広
本
( )
Ｃ
Ｉ
Ｅ
( )
の
マ
ー
チ
ン
( )
と
云
ふ
人
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
の
人
の
指
導
で
作
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
よ
か
つ
た
ん
で
す
ね
。
○
鰐
渕
何
回
か
交
渉
し
て
い
る
う
ち
に
、
熊
本
は
良
心
的
で
い
い
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
新
潟
に
な
ら
つ
た
か
ら
で
す
。
○
橋
爪
僕
は
最
初
の
会
合
に
市
の
助
役
と
し
て
出
て
お
つ
た
。
最
初
に
期
成
会
を
設
け
た
の
は
市
の
公
会
堂
の
ホ
ー
ル
で
や
つ
た
。
こ
れ
が
最
初
で
す
。
○
松
本
太
田
原
先
生
( )
の
お
宅
に
集
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二
十
二
年
の
正
月
に
―
。
○
福
田
在
京
の
衆
参
議
員
有
志
を
執
行
委
員
に
委
嘱
し
た
と
い
う
の
が
当
初
に
な
つ
て
お
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
前
だ
つ
た
で
し
よ
う
ね
。
県
会
議
長
の
記
憶
で
は
二
十
二
年
六
月
か
ら
の
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
が
―
。
○
橋
爪
そ
れ
は
六
月
で
な
く
て
七
月
で
す
。
私
が
市
に
い
た
時
分
、
二
十
二
年
七
月
以
前
の
話
で
、
太
田
原
先
生
と
か
学
校
の
先
生
方
が
み
え
て
、
こ
う
い
う
気
運
だ
か
ら
県
市
で
気
勢
を
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
、
運
動
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
市
に
お
い
で
に
な
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
発
端
は
ど
う
い
う
形
式
で
は
じ
め
ら
れ
た
か
、
わ
れ
わ
れ
関
知
し
ま
せ
ん
。
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○
高
野
( )
県
に
教
育
民
生
部
と
い
う
の
が
そ
の
こ
ろ
あ
つ
て
、
稲
毛
新
氏
が
部
長
で
、
そ
の
下
に
学
務
課
長
、
そ
の
下
に
清
田
と
い
う
視
学
が
お
り
、
そ
の
清
田
視
学
が
い
ろ
い
ろ
事
務
を
や
つ
て
お
つ
た
。
教
育
民
生
部
が
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
や
る
前
に
、
誰
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
働
ら
き
か
け
た
か
わ
か
ら
な
い
。
○
橋
爪
発
端
は
大
学
の
ほ
う
で
な
ん
と
か
や
つ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
気
運
が
お
こ
つ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
○
松
本
私
が
熊
本
に
ま
い
り
ま
し
た
の
が
二
十
年
十
二
月
で
す
。
そ
の
と
き
五
高
の
校
長
さ
ん
が
本
島
先
生
( )
で
す
ね
。
私
が
工
専
校
長
に
発
令
さ
れ
た
が
ま
だ
熊
本
に
着
任
せ
な
い
前
、
戸
畑
( )
に
お
る
と
き
に
、
は
じ
め
迎
へ
に
こ
ら
れ
た
の
が
学
生
課
長
の
沢
口
先
生
な
ん
で
す
。
沢
口
先
生
、
お
前
郷
里
は
ど
こ
か
、
栃
木
だ
、
五
高
の
本
島
校
長
は
群
馬
だ
、
お
隣
同
志
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
、
着
任
す
る
な
り
本
島
先
生
に
ご
挨
拶
に
上
り
、
一
夜
会
食
を
し
た
。
そ
の
と
き
二
人
の
間
に
大
学
問
題
が
出
て
、
熊
本
に
総
合
大
学
が
出
来
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
な
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
合
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
二
十
年
十
二
月
末
か
二
十
一
年
一
月
で
す
。
そ
れ
か
ら
少
し
後
に
山
崎
セ
イ
ト
ウ
(
正
董
)
先
生
( )
が
新
聞
に
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
熊
本
は
も
と
も
と
帝
国
大
学
が
出
来
る
は
ず
の
と
こ
ろ
だ
つ
た
、
そ
れ
が
福
岡
に
と
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ
で
こ
の
五
高
、
龍
田
山
あ
た
り
を
セ
ン
タ
ー
と
し
て
総
合
大
学
を
作
る
べ
き
だ
と
新
聞
に
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
○
広
本
本
島
先
生
と
お
話
が
出
た
の
は
―
文
部
省
の
実
業
学
務
局
長
を
し
て
お
ら
れ
た
永
井
浩
( )
さ
ん
が
知
事
と
し
て
来
任
さ
れ
、
何
か
の
機
会
に
永
井
先
生
、
本
島
先
生
、
松
本
先
生
達
が
集
ま
ら
れ
た
時
、
熊
本
に
大
学
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
じ
や
な
い
か
と
い
う
話
が
出
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
○
松
本
そ
れ
は
本
島
先
生
た
ち
と
、
い
わ
ば
第
二
回
目
の
大
学
に
関
す
る
話
合
で
す
な
。
勿
論
そ
れ
は
正
式
じ
や
な
い
ん
で
す
が
。
○
広
本
そ
れ
は
正
式
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
本
大
学
の
歴
史
の
神
代
の
時
代
の
話
と
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
永
井
先
生
は
文
部
省
か
ら
き
た
知
事
だ
か
ら
、
大
学
は
是
非
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
○
松
本
工
専
で
永
井
知
事
に
講
演
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
あ
と
で
本
島
先
生
た
ち
と
会
合
し
た
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
○
広
本
そ
の
こ
ろ
は
多
分
山
崎
セ
イ
ト
ウ
(
正
董
)
先
生
が
書
か
れ
た
前
後
で
す
ね
。
○
松
本
永
井
知
事
の
講
演
も
工
専
の
記
録
に
あ
り
ま
せ
う
か
ら
、
そ
の
年
月
日
は
は
つ
き
り
す
る
訳
で
す
。
○
広
本
工
専
と
し
て
正
式
に
大
学
問
題
に
関
係
し
た
の
は
、
二
十
二
年
の
夏
か
秋
頃
、
当
時
の
松
本
校
長
と
吉
田
( )
・
四
宮
( )
両
教
授
の
三
名
が
期
成
会
に
出
ら
れ
た
の
が
、
あ
れ
が
そ
も
そ
も
の
は
じ
め
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
。
○
大
原
( )
前
の
こ
と
は
し
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
は
じ
め
よ
ば
れ
た
の
は
太
田
原
先
生
と
こ
ろ
に
よ
ば
れ
た
。
そ
の
前
に
同
窓
会
館
で
、
い
つ
ご
ろ
だ
つ
た
か
は
つ
き
り
記
憶
し
ま
せ
ん
が
、
一
番
古
い
記
憶
は
お
正
月
で
し
た
。
二
十
三
年
の
お
正
月
、
太
田
原
先
生
の
と
こ
ろ
に
ゆ
き
ま
し
た
。
あ
の
と
き
誰
が
行
つ
た
か
な
。
○
橋
爪
そ
れ
な
ら
ば
期
成
会
の
会
合
を
や
つ
た
あ
と
で
す
。
○
鰐
渕
二
十
三
年
一
月
十
五
日
で
す
。
そ
の
前
に
同
窓
会
館
で
知
事
が
見
え
て
校
長
さ
ん
方
と
話
を
さ
れ
た
の
が
前
じ
や
な
か
つ
た
で
す
か
。
○
広
本
知
事
が
み
え
て
、
太
田
原
先
生
が
み
え
て
、
各
高
専
か
ら
校
長
と
教
授
が
ふ
た
り
づ
つ
く
ら
い
み
え
た
。
あ
の
と
き
私
出
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
一
番
ふ
る
い
記
憶
で
す
。
そ
れ
が
二
十
二
年
十
一
月
か
十
二
月
ご
ろ
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
○
橋
爪
さ
つ
き
申
し
た
よ
う
に
、
私
の
と
こ
ろ
に
み
え
た
、
お
そ
ら
く
そ
の
前
に
学
長
さ
ん
た
ち
が
一
応
下
こ
じ
(
マ
マ)
ら
え
が
あ
つ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
集
ろ
う
じ
や
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
○
松
本
こ
れ
は
何
年
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
の
お
話
よ
り
は
勿
論
前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
私
は
工
専
校
長
と
し
て
大
学
昇
格
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
頭
に
え
が
い
て
お
り
ま
し
た
。
吉
田
先
生
も
同
じ
や
う
な
こ
と
を
考
へ
て
を
(
お)
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ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
工
専
が
、
全
体
の
空
気
と
し
て
は
あ
ま
り
大
学
を
希
望
せ
ぬ
の
じ
や
な
い
か
し
ら
ん
と
思
へ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
想
像
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
ふ
う
に
一
つ
気
運
を
つ
く
つ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
と
吉
田
先
生
と
で
安
達
謙
蔵
先
生
( )
を
お
訪
ね
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
何
年
だ
つ
た
か
、
え
ゝ
さ
う
で
す
、
そ
の
と
き
安
達
先
生
が
吉
田
先
生
と
市
長
の
候
補
に
立
た
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
話
も
あ
り
ま
し
た
こ
と
で
、
吉
田
先
生
が
市
長
候
補
に
立
た
れ
た
直
後
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
大
学
の
こ
と
で
安
達
先
生
に
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
ま
い
り
ま
し
た
処
、
安
達
先
生
も
吉
田
安
さ
ん
( )
や
そ
の
外
第
一
線
の
代
議
士
連
の
人
た
ち
に
自
分
の
方
か
ら
話
し
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
○
橋
爪
い
ま
の
お
話
は
二
十
二
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
話
で
す
ね
。
○
松
本
そ
う
で
す
、
夏
で
す
、
暑
い
こ
ろ
で
す
。
○
広
本
正
式
な
話
が
は
じ
ま
つ
た
の
は
二
十
二
年
夏
ご
ろ
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
。
○
松
本
い
ま
一
つ
や
は
り
工
専
時
代
に
大
学
昇
格
の
方
向
に
気
運
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
工
専
の
大
先
輩
、
松
前
重
義
さ
ん
( )
に
お
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
松
前
氏
も
そ
の
よ
う
な
ケ
チ
ケ
チ
し
た
考
え
で
は
い
け
な
い
、
ど
ん
ど
ん
大
学
に
な
す
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
松
前
さ
ん
か
ら
工
専
の
先
生
方
に
そ
う
い
う
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
言
つ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
こ
の
同
窓
会
館
で
各
学
校
の
代
表
が
集
つ
て
、
ま
だ
そ
の
こ
ろ
初
め
は
師
範
学
校
が
入
つ
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
師
範
学
校
に
入
つ
て
も
ら
う
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ド
ウ
チ
ヨ
ク
(
銅
直
)
先
( )
生
が
い
ら
つ
し
や
つ
て
師
範
学
校
の
立
場
を
お
つ
し
や
り
、
か
く
ゝ
ゝ
の
考
え
だ
と
い
う
こ
と
で
結
局
お
入
り
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
は
何
月
だ
つ
た
で
す
か
ね
。
○
広
本
二
十
三
年
四
月
で
し
よ
う
ね
。
○
ミ
マ
サ
カ
(
美
作
)
そ
( )
の
と
き
の
事
情
を
ち
よ
つ
と
ド
ウ
チ
ヤ
ク
(
銅
直
)
先
生
で
あ
り
ま
せ
ん
、
最
初
に
呼
ば
れ
た
の
は
私
で
し
た
。
ド
ウ
チ
ヤ
ク
(
銅
直
)
校
長
が
留
守
だ
つ
た
の
で
急
に
師
範
の
ほ
う
は
単
科
大
学
を
も
つ
て
進
む
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
お
つ
た
。
と
こ
ろ
が
中
央
の
ほ
う
で
や
は
り
総
合
大
学
の
一
部
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
話
が
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
そ
の
後
だ
つ
た
で
す
が
、
同
窓
会
館
で
知
事
さ
ん
が
み
え
て
会
合
が
あ
つ
て
お
つ
た
。
そ
こ
に
師
範
学
校
か
ら
出
ろ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
て
、
ち
よ
う
ど
ド
ウ
チ
ヨ
ク
(
銅
直
)
校
長
が
留
守
で
、
私
と
り
あ
え
ず
か
け
つ
け
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
師
範
は
い
ま
ま
で
い
れ
ん
だ
つ
た
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
い
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
つ
た
の
で
入
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ま
協
議
し
て
お
る
、
そ
う
い
う
話
が
あ
つ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
や
は
り
単
科
大
学
を
も
つ
て
進
ん
で
い
る
、
総
合
大
学
に
入
る
に
し
て
も
一
つ
の
学
部
の
形
で
な
く
て
は
ど
う
も
師
範
の
ほ
う
は
ぐ
あ
い
が
わ
る
い
、
と
い
う
こ
と
を
申
上
げ
ま
し
た
が
、
学
部
は
困
る
、
と
け
こ
ん
で
く
れ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
法
文
の
ほ
う
か
ら
単
位
数
も
わ
ず
か
な
の
で
学
部
に
独
立
さ
せ
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。
な
に
し
て
校
長
が
い
な
く
て
私
一
存
で
も
い
か
ぬ
の
で
、
そ
の
ま
ま
帰
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
初
で
す
。
○
そ
れ
は
二
十
三
年
二
、
三
月
ご
ろ
で
し
よ
う
ね
。
○
鰐
渕
五
高
で
期
成
会
を
や
つ
た
の
は
二
月
二
十
三
日
で
、
知
事
が
出
て
会
合
を
や
つ
て
い
ま
す
ね
。
い
ま
の
期
成
会
じ
や
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
期
成
会
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
の
で
す
。
○
橋
爪
県
の
期
成
会
は
二
十
二
年
に
出
来
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
期
成
会
と
い
う
の
じ
や
な
い
で
し
よ
う
。
○
松
本
副
知
事
に
な
ら
れ
た
の
は
い
つ
で
し
た
か
ね
。
○
橋
爪
二
十
三
年
七
月
で
す
。
そ
れ
で
二
十
三
年
四
月
の
は
じ
め
に
市
役
所
を
辞
め
た
の
で
す
。
私
が
直
接
期
成
会
に
関
係
し
だ
し
た
の
は
、
五
月
十
二
日
に
会
合
が
あ
つ
た
よ
う
だ
か
ら
、
そ
の
翌
日
あ
た
り
、
私
の
と
こ
ろ
に
頼
み
に
き
た
と
思
い
ま
す
。
○
松
本
橋
爪
先
生
は
ち
よ
う
ど
あ
の
こ
ろ
閑
地
に
お
ら
れ
ま
し
て
、
学
校
側
か
ら
知
事
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
願
い
を
し
た
と
き
に
、
知
事
さ
ん
は
橋
爪
さ
ん
に
戦後熊本における ｢総合大学｣ 設置運動241
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(
も)
う
と
い
う
こ
と
で
、
橋
爪
さ
ん
、
あ
な
た
が
県
を
代
表
し
て
そ
の
ほ
う
の
統
帥
を
し
て
く
だ
さ
つ
た
で
す
ね
。
そ
う
し
て
東
京
に
も
ご
一
緒
に
ま
い
り
ま
し
て
、
御
上
京
の
あ
い
だ
に
副
知
事
に
お
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
ん
で
す
ね
。
○
橋
爪
私
が
会
に
関
係
し
だ
し
た
の
が
、
私
が
入
る
前
に
期
成
会
で
仕
事
を
お
す
す
め
に
な
り
、
学
部
の
構
成
と
講
座
数
を
き
め
た
り
―
学
部
の
構
成
を
大
学
内
と
県
庁
の
学
務
課
あ
た
り
の
関
係
者
が
出
て
相
談
さ
れ
て
お
つ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な
か
な
か
各
学
部
で
意
見
が
対
立
し
て
ま
と
ま
り
が
つ
か
ぬ
よ
う
で
す
し
、
片
方
で
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
大
学
設
置
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
期
成
会
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
事
務
局
を
置
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
で
事
務
局
長
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
話
が
あ
つ
た
さ
い
に
、
私
は
そ
の
会
に
は
出
な
か
つ
た
が
、
た
ま
た
ま
市
の
助
役
を
や
め
て
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
お
つ
た
か
ら
、
橋
爪
を
頼
ん
だ
ら
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
市
の
助
役
を
し
て
お
つ
た
し
、
知
事
と
は
同
じ
役
人
だ
し
、
県
庁
の
関
係
も
わ
か
つ
て
い
る
し
、
知
事
の
気
持
も
よ
く
わ
か
ろ
う
、
そ
う
い
う
者
を
一
人
い
れ
る
ほ
う
が
、
む
し
ろ
大
学
の
内
部
だ
け
で
考
え
る
よ
り
も
第
三
者
が
入
つ
て
調
節
す
る
ほ
う
が
い
い
じ
や
な
い
か
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
意
味
合
で
私
の
話
が
出
た
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
五
月
十
二
日
か
で
す
か
、
そ
の
会
合
の
後
一
日
か
二
日
し
て
、
当
時
の
学
務
部
長
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
こ
う
い
う
わ
け
で
事
務
局
長
に
な
つ
て
く
れ
と
い
う
話
が
あ
つ
た
。
私
も
県
の
た
め
で
あ
る
し
、
市
に
い
る
時
分
多
少
関
係
を
も
つ
て
お
つ
た
ん
だ
か
ら
出
来
る
だ
け
お
世
話
し
ま
し
よ
う
、
た
だ
私
も
一
つ
だ
け
条
件
を
つ
け
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
ろ
し
い
―
が
、
一
つ
の
条
件
を
引
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
稲
毛
君
に
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
事
の
ほ
う
で
も
や
つ
て
く
れ
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
で
私
が
関
係
し
だ
し
ま
し
た
。
つ
づ
め
て
い
い
ま
す
と
、
私
の
入
つ
た
意
味
合
は
、
大
学
設
立
の
た
め
手
続
方
面
を
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
と
、
い
ろ
い
ろ
学
部
方
面
で
意
見
が
続
出
し
て
お
つ
た
も
の
を
第
三
者
の
立
場
で
調
節
す
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
必
要
が
あ
つ
た
も
の
と
聞
き
、
ま
た
そ
う
い
う
つ
も
り
で
私
は
副
知
事
に
な
る
ま
で
二
十
三
年
七
月
ご
ろ
ま
で
や
つ
て
お
つ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
事
務
局
長
は
七
月
ま
で
で
す
。
そ
の
後
に
副
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
副
委
員
長
兼
事
務
局
長
と
い
う
こ
と
で
七
月
ま
で
や
つ
て
お
つ
た
。
副
知
事
の
発
令
が
七
月
九
日
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
や
つ
て
お
り
ま
し
た
。
副
委
員
長
は
そ
の
ま
ま
で
、
事
務
局
は
そ
れ
で
や
め
ま
し
た
。
○
ち
よ
つ
と
お
伺
い
い
た
し
ま
す
が
、
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
に
熊
本
大
学
期
成
会
は
成
立
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
大
学
側
と
か
県
側
の
主
な
る
メ
ン
バ
ー
は
は
つ
き
り
し
て
い
る
ん
じ
や
な
い
で
し
よ
う
か
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
が
は
つ
き
り
し
て
な
い
の
じ
や
な
い
で
す
か
。
○
高
野
私
の
ほ
う
の
書
類
を
調
べ
ま
す
と
、
期
成
会
の
成
立
や
役
員
な
ど
は
全
部
揃
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
県
民
を
網
羅
し
た
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
と
い
え
ま
し
よ
う
ね
。
た
だ
期
成
会
の
成
立
ま
で
に
仕
事
を
や
つ
た
の
は
、
私
の
ほ
う
の
帳
面
上
表
れ
て
い
る
の
は
文
部
省
に
陳
情
し
た
或
い
は
県
会
に
陳
情
し
た
、
そ
れ
だ
け
し
か
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
が
や
つ
た
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。
た
だ
そ
の
こ
ろ
、
教
育
民
生
部
の
井
上
と
い
う
主
事
が
文
部
省
に
約
一
カ
月
間
ば
か
り
つ
め
き
り
で
、
向
う
の
情
報
を
探
知
し
て
こ
ち
ら
に
一
々
電
報
等
で
し
ら
せ
て
連
絡
を
と
つ
て
や
つ
て
お
つ
た
。
○
藤
田
一
番
は
じ
め
は
十
の
大
学
に
す
べ
り
こ
も
う
と
い
う
ハ
ラ
で
し
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
県
の
有
志
家
や
先
生
や
こ
う
い
う
方
々
の
声
で
期
成
会
の
ま
だ
出
来
な
い
前
に
い
ろ
い
ろ
な
評
議
が
あ
つ
た
の
が
二
十
二
年
の
夏
ご
ろ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
評
議
を
し
て
、
そ
れ
じ
や
運
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
、
そ
う
し
て
運
動
す
る
の
は
マ
ア
県
及
び
大
学
・
高
専
の
学
生
ま
で
飛
出
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
学
校
の
新
大
学
の
な
か
の
構
想
と
い
う
の
は
大
学
の
先
生
方
に
お
任
せ
し
よ
う
じ
や
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
太
田
原
先
生
の
と
こ
ろ
に
二
十
二
年
の
真
冬
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
次
第
に
あ
つ
ち
の
専
門
学
校
、
こ
つ
ち
の
大
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学
で
二
次
三
次
の
会
合
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
は
師
範
は
別
で
し
た
。
し
か
し
な
か
な
か
議
が
ま
と
ま
ら
ん
で
、
さ
つ
き
橋
爪
さ
ん
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
大
学
外
の
人
に
よ
つ
て
調
整
し
よ
う
と
い
う
議
に
な
つ
て
き
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
橋
爪
さ
ん
が
入
ら
れ
た
二
十
三
年
春
か
ら
夏
の
こ
ろ
ま
で
は
、
大
学
の
な
か
の
構
想
が
甚
だ
難
航
で
し
た
。
○
鰐
渕
私
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
県
の
ほ
う
で
運
動
を
や
つ
て
い
る
と
き
に
、
学
校
の
ほ
う
で
は
本
島
さ
ん
が
中
心
に
な
つ
て
、
医
大
の
小
堺
事
務
官
( )
が
名
古
屋
大
学
を
作
つ
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
事
で
、
文
部
省
と
連
絡
を
し
て
お
つ
た
。
そ
れ
に
太
田
原
君
も
入
つ
て
い
た
の
で
す
が
、
二
十
二
年
暮
か
ら
病
気
し
て
寝
込
ん
で
し
ま
つ
た
、
そ
れ
で
一
月
ご
ろ
の
会
合
に
は
太
田
原
君
の
自
宅
で
や
つ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
小
堺
君
は
主
と
し
て
文
部
省
と
の
連
絡
を
と
り
、
本
島
さ
ん
は
委
員
長
の
よ
う
な
格
で
あ
つ
た
の
で
す
。
私
の
記
憶
で
は
大
学
の
ほ
う
の
構
想
も
容
易
に
ま
と
ま
ら
な
か
つ
た
。
例
へ
ば
薬
学
部
が
独
立
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
問
題
、
教
育
学
部
の
問
題
も
あ
る
し
、
も
う
一
つ
は
県
と
の
連
絡
が
よ
く
取
れ
て
居
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
一
月
十
六
日
に
本
島
さ
ん
と
私
と
小
堺
君
も
陪
席
し
て
、
知
事
室
で
知
事
と
会
つ
て
県
の
ハ
ラ
が
は
つ
き
り
し
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
県
の
ほ
う
と
大
学
の
ほ
う
と
連
絡
を
緊
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
、
二
月
二
十
三
日
に
五
高
で
知
事
が
出
席
し
て
大
学
の
委
員
の
方
に
も
き
て
も
ら
つ
て
や
つ
た
の
が
大
体
は
じ
め
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
地
方
移
譲
の
噂
な
ど
が
あ
つ
た
り
し
て
、
兎
に
角
大
挙
し
て
東
京
に
行
つ
て
陳
情
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
特
に
四
校
の
主
脳
部
、
工
専
・
高
等
学
校
・
医
大
・
薬
専
の
主
脳
部
が
文
部
省
に
運
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
私
と
竹
屋
君
( )
と
が
工
専
の
校
長
室
で
校
長
連
中
が
会
合
し
て
い
る
場
所
に
行
つ
て
｢
ど
う
し
て
あ
な
た
方
は
東
京
に
行
か
な
い
で
す
か｣
と
い
つ
て
大
分
詰
寄
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
全
部
校
長
連
が
揃
つ
て
東
京
に
行
く
こ
と
に
な
つ
た
。
三
月
二
日
に
医
大
の
図
書
館
で
上
京
委
員
の
打
合
会
を
や
つ
て
東
京
で
の
活
動
や
本
部
と
の
連
絡
を
決
め
、
そ
の
あ
と
で
藤
田
、
吉
田
、
山
田
( )
の
三
君
と
私
の
四
人
が
知
事
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
て
、
上
京
の
打
合
せ
を
し
て
、
三
月
三
日
に
発
つ
て
、
四
日
に
着
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
全
部
行
つ
た
ん
で
す
。
竹
屋
君
が
先
着
し
て
お
つ
て
、
私
は
三
月
三
日
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
時
に
衆
議
院
の
食
堂
で
議
員
諸
君
と
会
合
し
た
の
で
す
が
、
竹
屋
君
が
さ
き
に
行
つ
て
お
つ
て
準
備
を
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
衆
議
院
は
も
う
す
み
そ
う
に
な
つ
て
、
そ
の
日
で
な
け
れ
ば
会
合
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
三
月
四
日
に
会
合
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
上
京
が
後
れ
て
之
に
間
に
あ
わ
な
い
人
が
多
く
、
実
は
僕
と
タ
ケ
ヤ
(
竹
屋)
君
と
医
大
の
連
中
ば
か
り
が
会
合
し
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
遅
れ
て
来
た
連
中
が
怒
り
ま
し
て
ね
、
そ
れ
で
翌
日
の
昼
、
こ
の
連
中
が
行
つ
て
お
客
さ
ん
を
も
う
一
ぺ
ん
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
ん
な
事
で
東
京
で
一
も
め
あ
つ
た
ん
で
す
。
タ
ケ
ヤ
(
竹
屋)
君
は
議
員
の
方
で
そ
の
日
で
な
け
れ
ば
都
合
が
悪
い
と
い
う
の
で
止
む
を
え
ず
そ
の
日
に
会
合
し
た
の
で
し
た
が
、
遅
れ
た
連
中
は
不
満
だ
つ
た
の
で
せ
う
。
○
松
本
何
と
か
い
ひ
ま
す
元
外
務
次
官
と
い
ふ
方
と
会
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
○
鰐
渕
そ
れ
は
そ
の
あ
と
で
す
。
七
日
の
正
午
に
高
輪
の
毛
利
邸
に
お
い
て
、
剣
木
、
田
中
、
福
田
等
の
諸
氏
と
会
い
ま
し
た
。
○
藤
田
そ
の
と
き
は
剣
木
さ
ん
は
次
長
で
し
た
ね
。
○
鰐
渕
そ
う
で
す
。
○
広
本
私
の
日
記
に
は
そ
の
前
の
二
十
三
日
に
五
高
の
同
窓
会
館
で
会
合
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
各
学
部
に
お
け
る
学
科
、
講
座
等
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
と
書
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
何
学
科
を
お
く
か
、
又
は
何
講
座
を
お
く
か
と
い
う
こ
と
は
正
式
の
問
題
に
な
つ
て
お
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
、
そ
れ
が
二
月
二
十
三
日
の
会
合
で
し
た
。
○
鰐
渕
七
日
に
毛
利
邸
で
文
部
省
の
人
と
会
い
、
今
度
は
九
日
に
五
反
田
の
大
崎
寮
で
原
事
務
官
、
寺
崎
前
外
務
次
官
等
を
招
待
し
ま
し
た
。
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○
藤
田
い
ま
の
話
の
こ
ろ
は
各
県
に
一
大
学
で
な
く
て
、
十
の
大
学
に
す
べ
り
こ
も
う
と
い
う
、
み
ん
な
の
観
念
が
こ
り
か
た
ま
つ
て
い
る
こ
ろ
の
話
で
す
。
だ
か
ら
話
が
ち
よ
つ
と
い
ま
と
違
い
ま
す
。
○
鰐
渕
そ
う
で
す
。
○
広
本
そ
の
次
を
申
上
げ
ま
し
よ
う
。
一
般
教
養
と
い
う
の
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
五
高
の
大
原
・
山
田
の
両
君
と
工
専
の
広
本
の
三
人
で
文
部
省
に
行
つ
て
よ
く
聞
い
て
こ
い
と
い
う
こ
と
で
、
四
月
四
日
に
上
京
し
て
お
り
ま
す
。
上
京
い
た
し
ま
し
て
、
さ
き
ほ
ど
お
話
の
あ
つ
た
井
上
さ
ん
に
会
つ
て
い
ろ
い
ろ
連
絡
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
い
つ
て
も
熊
日
の
東
京
支
社
が
非
常
に
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
是
非
記
録
に
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
務
省
の
原
さ
ん
と
か
文
部
省
の
剣
木
さ
ん
の
御
斡
旋
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い
た
り
調
べ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
帰
つ
て
き
て
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
案
を
立
て
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
さ
き
の
こ
と
は
私
の
日
記
に
色
々
書
い
て
お
り
ま
す
。
○
福
田
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日
、
在
京
の
有
志
並
び
に
両
院
議
員
を
執
行
委
員
に
委
嘱
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
え
に
な
に
か
あ
り
そ
う
な
も
の
で
す
が
ね
。
あ
つ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
誰
が
委
嘱
し
た
か
。
○
鰐
渕
そ
れ
は
お
か
し
い
で
す
ね
。
○
橋
爪
最
初
が
二
十
二
年
七
月
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
な
に
か
の
間
違
い
で
し
よ
う
。
○
高
野
委
員
の
名
前
な
ど
記
録
に
ち
や
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
○
橋
爪
二
十
二
年
で
は
な
い
で
し
よ
う
。
○
広
本
そ
れ
は
一
年
違
つ
て
い
る
で
し
よ
う
。
二
十
三
年
の
三
月
四
日
で
し
よ
う
ね
。
○
藤
田
そ
れ
は
二
十
三
年
で
す
よ
。
二
十
二
年
三
、
四
月
ご
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
使
節
団
が
き
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
六
三
三
四
の
問
題
で
す
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
( )
。
○
鰐
渕
そ
う
で
す
ね
。
文
部
省
が
二
十
二
年
の
八
月
に
会
合
を
や
つ
て
お
り
ま
す
。
○
高
野
二
十
二
年
七
月
に
稲
毛
部
長
が
上
京
し
て
い
ま
す
。
清
田
視
学
を
連
れ
て
―
。
○
橋
爪
二
十
二
年
七
月
に
上
京
す
る
の
は
い
い
ん
だ
。
○
高
野
そ
の
前
に
在
京
委
員
を
任
命
し
て
お
り
ま
す
。
○
橋
爪
そ
れ
は
お
か
し
い
。
委
員
な
ん
か
と
い
う
形
で
―
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
は
な
い
。
熊
本
の
委
員
が
出
来
な
い
前
、
任
命
す
る
は
ず
は
な
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
と
い
う
形
だ
ろ
う
。
委
員
を
任
命
し
た
母
体
は
ど
こ
だ
。
○
高
野
そ
れ
は
知
事
の
決
裁
で
す
。
○
橋
爪
七
月
が
最
初
の
期
成
会
の
は
じ
め
だ
、
だ
か
ら
間
違
い
だ
。
○
広
本
熊
本
大
学
の
運
動
を
や
る
た
め
に
印
刷
物
を
つ
く
り
ま
し
て
、
熊
本
市
は
南
九
州
の
政
治
文
化
の
中
心
だ
と
い
う
名
文
を
つ
く
ら
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。
あ
れ
が
は
つ
き
り
し
た
印
刷
に
現
れ
た
は
じ
め
て
の
も
の
で
す
ね
。
○
鰐
渕
あ
れ
は
二
十
三
年
五
月
で
す
。
○
山
下
( )
教
育
学
部
は
さ
つ
き
お
話
の
よ
う
に
、
二
十
三
年
二
、
三
月
ご
ろ
ま
で
は
教
育
大
学
の
単
科
大
学
と
し
て
き
た
ん
で
す
。
こ
こ
の
同
窓
会
館
で
あ
り
ま
し
た
会
議
の
と
き
に
、
意
志
表
示
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
入
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
に
断
つ
た
の
で
す
。
二
十
三
年
四
月
ご
ろ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
て
、
教
育
学
部
は
必
ず
各
県
に
一
つ
つ
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
五
月
の
期
成
会
の
あ
の
と
き
は
教
育
学
部
も
入
つ
て
い
た
ん
で
す
。
青
年
師
範
は
そ
の
あ
と
で
す
。
○
山
田
師
範
の
態
度
を
表
明
さ
れ
て
一
応
脱
退
し
た
ん
で
す
ね
。
師
範
の
中
に
も
期
成
会
が
あ
つ
て
、
福
田
先
生
も
寄
附
金
募
集
の
同
窓
会
員
と
し
て
あ
あ
い
う
な
か
に
入
つ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
○
広
本
私
の
日
記
に
五
月
十
二
日
午
後
一
時
、
医
大
会
議
室
に
お
い
て
会
合
―
専
門
委
員
の
件
、
師
範
の
件
、
教
養
の
件
を
論
ず
る
、
そ
う
し
て
熊
本
大
学
設
置
委
員
会
出
来
上
る
と
書
い
て
お
り
ま
す
。
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○
鰐
渕
そ
の
事
を
申
上
げ
ま
す
と
、
五
月
四
日
、
文
部
省
の
指
示
に
従
つ
て
本
県
に
お
い
て
も
設
立
準
備
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
十
二
日
、
知
事
以
下
関
係
者
が
医
大
の
集
会
所
に
集
ま
り
ま
し
た
。
へ
き
(
劈)
頭
、
熊
日
の
記
事
に
つ
い
て
知
事
よ
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
竹
屋
君
や
私
の
釈
明
に
よ
り
納
得
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
の
組
織
は
、
私
は
期
成
会
一
本
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
知
事
は
二
本
立
で
も
よ
か
ろ
う
と
い
う
事
で
、
期
成
会
と
委
員
会
と
二
つ
出
来
ま
し
た
。
委
員
長
に
知
事
、
副
委
員
長
に
は
副
知
事
、
本
島
、
竹
屋
、
大
久
保
県
会
議
長
、
市
会
議
長
、
委
員
は
各
学
校
か
ら
数
名
づ
つ
選
ば
れ
て
、
そ
の
下
に
組
織
委
員
会
、
施
設
委
員
会
等
の
専
門
委
員
会
を
設
け
て
、
至
急
実
動
に
は
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
○
橋
爪
そ
の
と
き
事
務
局
と
い
う
名
前
が
あ
つ
た
は
ず
で
す
か
ね
。
○
そ
の
と
き
で
き
た
の
で
し
よ
う
。
○
広
本
そ
の
と
き
の
こ
と
は
、
桜
井
知
事
( )
の
話
で
は
、
橋
爪
さ
ん
に
事
務
局
長
を
御
願
ひ
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
長
と
い
う
名
前
で
な
く
と
も
援
助
す
る
、
副
委
員
長
で
い
い
じ
や
な
い
か
、
実
質
的
に
は
事
務
局
長
の
仕
事
を
や
る
け
れ
ど
も
、
事
務
局
長
と
い
う
名
前
は
い
や
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
お
つ
し
や
つ
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
○
橋
爪
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
い
い
ま
し
た
。
先
刻
の
条
件
に
も
う
一
つ
加
え
て
、
条
件
を
二
つ
出
し
た
わ
け
だ
。
事
務
局
長
は
い
ら
な
い
じ
や
な
い
か
、
委
員
で
い
い
か
ら
手
伝
お
う
、
そ
れ
と
無
報
酬
。
○
鰐
渕
委
員
で
は
こ
う
い
う
会
合
を
司
会
す
る
の
に
困
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
じ
や
副
委
員
長
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
た
と
思
い
ま
す
。
○
橋
爪
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
。
○
鰐
渕
そ
う
い
う
組
織
の
下
に
組
織
委
員
と
施
設
委
員
と
予
算
委
員
が
出
来
た
の
で
す
。
○
ミ
マ
サ
カ
(
美
作
)
施
設
と
予
算
と
わ
け
た
と
い
う
の
は
、
県
の
募
金
の
関
係
を
ど
う
い
う
割
振
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
わ
け
た
と
思
い
ま
す
。
○
高
野
副
知
事
が
お
い
で
に
な
つ
た
五
月
十
二
日
か
ら
が
い
よ
い
よ
活
動
期
に
入
つ
た
。
そ
れ
ま
で
は
準
備
期
間
だ
つ
た
の
で
す
ね
。
○
橋
爪
そ
う
だ
。
僕
が
入
つ
て
き
て
か
ら
数
回
、
元
の
公
会
堂
裏
の
狭
い
と
こ
ろ
で
打
合
を
や
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
本
式
に
人
を
集
め
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
各
学
校
の
事
務
官
な
ど
に
出
て
も
ら
つ
て
工
専
の
会
議
室
二
階
に
集
ま
る
よ
う
に
な
つ
た
。
○
公
会
堂
の
は
し
つ
こ
で
何
月
か
事
務
を
と
り
、
そ
の
後
不
便
だ
と
い
う
の
で
工
専
に
移
つ
た
ん
で
す
。
○
高
野
そ
れ
か
ら
数
十
回
の
会
合
が
夜
お
そ
く
ま
で
あ
つ
た
の
で
す
。
○
福
田
そ
れ
で
い
よ
い
よ
も
う
す
ぐ
に
出
産
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
ま
い
り
ま
し
た
な
。
○
広
本
申
請
書
を
出
し
た
の
は
記
録
に
あ
る
ん
で
す
か
。
○
橋
爪
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
か
ん
の
だ
。
申
請
書
は
僕
ら
と
先
生
方
と
二
回
上
京
し
た
そ
の
と
き
に
出
し
た
ん
だ
か
ら
。
ち
よ
う
ど
こ
し
ら
え
か
か
つ
た
と
き
に
本
島
先
生
が
更
(
か
わ)
ら
れ
た
り
、
あ
と
で
竹
内
先
生
( )
が
更
ら
れ
た
り
し
て
、
だ
い
ぶ
面
く
ら
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
○
ミ
マ
サ
カ
(
美
作
)
文
部
省
に
行
き
ま
す
と
、
当
時
の
熊
本
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
学
校
関
係
の
方
々
の
熱
意
と
い
う
も
の
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
つ
た
と
い
う
こ
と
を
い
い
ま
す
ね
。
一
本
に
な
つ
て
バ
ラ
バ
ラ
の
気
持
が
み
え
な
い
、
一
丸
と
な
つ
て
こ
ら
れ
た
と
い
こ
と
を
し
き
り
に
聞
く
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
聞
き
た
い
で
す
が
ね
。
○
鰐
渕
運
動
す
る
と
き
は
全
部
結
束
し
て
や
つ
た
ん
で
す
よ
。
○
ミ
マ
サ
カ
(
美
作
)
そ
の
結
束
の
状
況
が
目
立
つ
て
見
事
だ
と
い
う
ん
で
す
よ
。
○
鰐
渕
そ
れ
は
な
か
な
か
さ
か
ん
だ
つ
た
よ
。
○
高
野
あ
れ
は
一
つ
は
熊
本
は
各
学
部
が
一
緒
に
な
つ
た
た
め
で
し
よ
う
。
九
大
あ
た
り
は
佐
高
を
も
つ
て
く
る
と
か
、
名
古
屋
大
学
は
三
重
を
も
つ
て
く
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
つ
た
も
の
で
す
か
ら
。
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○
鰐
渕
わ
れ
わ
れ
は
あ
の
と
き
広
島
の
運
動
を
み
て
、
尾
道
の
市
長
ま
で
や
つ
て
来
て
お
つ
た
の
で
驚
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
と
で
わ
か
つ
た
こ
と
だ
が
、
尾
道
に
師
範
を
誘
致
す
る
と
い
う
運
動
だ
つ
た
ん
で
す
ね
。
熊
本
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
全
部
が
熊
本
市
だ
か
ら
非
常
に
よ
く
結
束
し
て
お
つ
た
ん
で
す
ね
。
○
広
本
十
一
月
こ
ろ
に
熊
本
大
学
設
立
の
た
め
の
予
算
概
算
説
明
に
や
つ
て
こ
い
と
い
う
の
で
、
小
堺
君
と
私
と
が
文
部
省
に
行
つ
た
。
そ
の
と
き
橋
爪
副
知
事
も
ち
よ
う
ど
知
事
会
議
に
行
つ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
熊
本
県
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
い
ま
副
知
事
が
み
え
て
い
る
か
ら
、
連
絡
し
て
明
日
説
明
し
て
も
ら
う
と
い
つ
た
ら
、
向
う
は
非
常
に
感
心
し
て
お
つ
た
。
副
知
事
は
い
そ
が
し
い
な
か
を
わ
ざ
わ
ざ
文
部
省
に
行
つ
て
説
明
し
て
下
さ
つ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
点
が
非
常
に
い
い
印
象
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
○
福
田
そ
れ
は
七
委
員
が
実
地
調
査
し
た
よ
り
も
あ
と
で
す
か
、
前
で
す
か
。
○
橋
爪
前
で
す
。
○
藤
田
そ
の
と
き
ま
で
に
三
べ
ん
く
ら
い
文
部
省
の
指
令
も
変
る
し
、
申
請
書
を
書
直
し
た
ん
で
す
。
○
鰐
渕
組
織
委
員
会
の
組
織
の
講
座
数
が
変
更
し
た
の
も
、
八
へ
ん
変
つ
て
い
る
ん
で
す
。
○
広
本
申
請
書
は
何
べ
ん
か
書
き
直
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
い
ま
県
に
と
つ
て
お
ら
れ
る
設
置
申
請
書
の
中
身
は
相
当
違
つ
て
い
ま
す
。
最
後
の
は
九
月
十
日
頃
東
京
で
書
い
た
の
が
そ
う
で
す
ね
。
○
松
本
文
部
省
で
は
佐
藤
視
学
官
も
言
明
し
て
ゐ
た
通
り
、
熊
本
を
一
つ
の
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
、
熊
本
が
要
求
し
た
講
座
数
を
多
々
(
マ
マ)
す
ぎ
る
と
い
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
文
部
省
で
は
非
常
に
や
か
ま
し
く
他
大
学
に
先
だ
つ
て
真
先
に
た
ゝ
き
落
と
さ
れ
、
へ
ら
さ
れ
た
訳
で
す
。
○
高
野
申
請
書
だ
け
で
約
一
メ
ー
タ
ー
く
ら
い
、
完
成
す
る
ま
で
の
紙
を
併
せ
た
ら
天
井
ま
で
く
ら
い
あ
る
で
し
よ
う
ね
。
○
福
田
そ
れ
で
は
大
分
興
味
あ
る
お
話
が
尽
き
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
の
を
一
通
り
整
理
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
主
な
と
こ
ろ
を
謄
写
刷
に
い
た
し
ま
し
て
お
眼
に
か
け
ま
す
か
ら
、
記
憶
の
あ
や
ま
り
や
お
気
づ
き
の
と
こ
ろ
は
ご
訂
正
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
誕
生
ま
で
の
と
こ
ろ
に
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
は
記
録
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
は
つ
き
り
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
１)
福
田
源
蔵
。
元
熊
本
中
学
校
長
、
熊
本
大
学
設
置
募
金
事
務
局
長
。
(
２)
鰐
渕
健
之
。
元
熊
本
医
科
大
学
長
(
一
九
四
八
年
八
月
〜
一
九
五
〇
年
一
月)
、
熊
本
大
学
長
(
一
九
四
九
年
五
月
〜
一
九
五
九
年
五
月)
。
以
下
の
人
物
履
歴
に
つ
い
て
は
、
本
談
話
会
の
対
象
と
な
る
一
九
四
五
〜
五
一
年
に
か
け
て
の
も
の
に
限
っ
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
(
３)
橋
爪
清
人
熊
本
県
副
知
事
の
こ
と
。
途
中
か
ら
の
参
加
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
橋
爪
に
つ
い
て
は
註( )
で
後
述
す
る
。
(
４)
大
久
保
勢
輔
。
熊
本
県
会
議
長
。
(
５)
熊
本
語
学
専
門
学
校
。
の
ち
一
九
五
〇
年
に
熊
本
短
期
大
学
と
し
て
認
可
、
一
九
五
三
年
に
熊
本
商
科
大
学
と
な
る
。
現
在
の
熊
本
学
園
大
学
(
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
史』
通
史
編
第
八
巻
、
熊
本
市
、
一
九
九
七)
。
(
６)
熊
本
県
立
熊
本
女
子
大
学
(
一
九
四
九
年
認
可)
。
前
身
は
戦
前
の
熊
本
県
立
第
一
高
等
女
学
校
高
等
科
で
、
一
九
四
七
年
に
熊
本
県
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
昇
格
。
現
在
の
熊
本
県
立
大
学
(
前
掲
『
新
熊
本
市
史』)
。
(
７)
大
久
保
武
雄
。
熊
本
中
学
、
第
五
高
等
学
校
出
身
。
運
輸
省
海
運
総
局
船
員
局
長
(
一
九
四
五
年
一
一
月
〜
一
九
四
八
年
三
月)
、
不
法
入
国
船
舶
監
視
本
部
長
(
一
九
四
八
年
三
月
〜
一
九
四
八
年
五
月)
、
海
上
保
安
庁
長
官
(
一
九
四
八
年
五
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月
〜
一
九
五
一
年
五
月)
。
(
８)
劒
木
亨
弘
。
第
五
高
等
学
校
出
身
。
文
部
省
学
校
教
育
局
次
長
(
一
九
四
七
年
二
月
〜
一
九
四
九
年
六
月)
、
文
部
省
大
学
学
術
局
長
(
一
九
四
九
年
六
月
〜
一
九
五
〇
年
五
月)
、
文
部
事
務
次
官
(
一
九
五
〇
年
五
月
〜
一
九
五
一
年
三
月)
、
内
閣
官
房
副
長
官
(
一
九
五
一
年
五
月
〜
一
九
五
二
年
八
月)
。
(
９)
熊
本
市
花
畑
町
に
あ
っ
た
映
画
館
(
前
掲
『
新
熊
本
市
史』)
。
( )
熊
本
師
範
学
校
女
子
部
の
こ
と
か
(
熊
本
県
女
子
師
範
学
校
は
一
九
四
三
年
に
熊
本
師
範
学
校
と
合
併
し
て
官
立
に
移
管
し
て
い
る)
。
( )
熊
本
市
練
兵
町
に
あ
っ
た
劇
場
(
前
掲
『
新
熊
本
市
史』)
。
( )
Ｃ
Ｉ
Ｅ
教
育
課
高
等
教
育
班
顧
問
。
な
お
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
つ
い
て
は
註 
を
参
照
の
こ
と
。
( )
松
本
唯
一
。
元
熊
本
工
業
専
門
学
校
長
(
一
九
四
五
年
一
一
月
〜
一
九
五
一
年
三
月)
、
熊
本
大
学
理
学
部
長
(
一
九
四
九
年
五
月
〜
一
九
五
三
年
六
月)
。
( )
藤
田
穆
。
元
熊
本
薬
学
専
門
学
校
長
(
一
九
四
二
年
三
月
〜
一
九
五
一
年
三
月)
、
熊
本
大
学
薬
学
部
長
(
一
九
四
九
年
五
月
〜
一
九
六
〇
年
三
月)
。
( )
橋
爪
清
人
。
元
熊
本
市
助
役
。
熊
本
総
合
大
学
設
置
準
備
事
務
局
長
(
一
九
四
八
年
五
月
一
五
日
〜
一
九
四
八
年
七
月
二
〇
日)
を
務
め
た
後
、
熊
本
県
副
知
事
。
( )
広
本
文
四
郎
。
元
熊
本
工
業
専
門
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
理
学
部
教
授
。
( )
民
間
情
報
教
育
局
(                                   )
。
日
本
占
領
中
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
置
か
れ
、
教
育
・
宗
教
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
改
革
を
担
当
。
( )
Ｇ
Ｈ
Ｑ
東
北
軍
政
部
民
間
情
報
部
教
育
部
長
Ｅ
・
マ
ー
チ
ン
博
士
の
こ
と
か
。
マ
ー
チ
ン
博
士
は
一
九
四
八
年
[
昭
和
二
三
年]
一
月
二
〇
日
〜
二
二
日
に
か
け
て
新
潟
・
長
岡
を
視
察
し
て
お
り
、
新
潟
に
総
合
大
学
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
等
の
見
解
を
示
し
て
い
る
(
新
潟
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
新
潟
大
学
五
十
年
史』
総
編
、
新
潟
大
学
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇)
。
( )
太
田
原
豊
一
。
元
熊
本
医
科
大
学
長
(
一
九
四
七
年
四
月
〜
一
九
四
八
年
六
月)
。
( )
高
野
作
。
熊
本
県
教
育
長
総
務
部
学
芸
課
主
事
。
熊
本
大
学
期
成
会
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
。
( )
本
島
一
郎
。
元
第
五
高
等
学
校
長
(
一
九
四
四
年
九
月
〜
一
九
四
八
年
五
月)
。
( )
明
治
工
業
専
門
学
校
。
松
本
は
熊
本
工
業
専
門
学
校
着
任
前
、
明
治
工
業
専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
( )
元
熊
本
医
科
大
学
長
(
一
九
二
五
年
一
〇
月
〜
一
九
三
二
年
一
月)
。
( )
元
熊
本
県
知
事
(
一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
〜
一
六
四
六
年
七
月
九
日)
。
( )
吉
田
弥
七
。
元
熊
本
工
業
専
門
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
工
学
部
長
(
一
九
四
九
年
五
月
〜
一
九
五
一
年
一
〇
月)
。
( )
四
宮
知
郎
。
元
熊
本
工
業
専
門
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
工
学
部
教
授
。
( )
大
原
英
一
。
元
第
五
高
等
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
理
学
部
教
授
。
( )
熊
本
県
出
身
。
衆
議
院
議
員
(
一
九
〇
二
年
八
月
〜
一
九
四
二
年
四
月)
や
内
務
大
臣
(
一
九
二
九
年
七
月
〜
一
九
三
一
年
一
二
月)
、
内
閣
参
議
(
一
九
四
〇
年
一
〇
月
〜
一
九
四
一
年
一
〇
月)
な
ど
を
務
め
る
。
一
九
四
八
年
八
月
没
。
( )
衆
議
院
議
員
(
一
九
四
六
年
四
月
一
〇
日
当
選)
。
( )
熊
本
高
等
工
業
学
校
出
身
。
一
九
四
五
年
八
月
〜
一
九
四
六
年
四
月
ま
で
逓
信
院
総
裁
を
務
め
た
ほ
か
、
一
九
四
六
年
五
月
に
東
海
大
学
を
創
立
。
以
後
東
海
大
学
学
長
・
総
長
や
衆
議
院
議
員
を
務
め
る
。
( )
銅
直
勇
。
元
熊
本
師
範
学
校
長
(
一
九
四
三
年
四
月
〜
一
九
四
九
年
六
月)
、
横
浜
大
学
学
芸
部
長
に
転
出
。
( )
美
作
小
一
郎
。
元
熊
本
師
範
学
校
教
授
兼
庶
務
部
長
、
熊
本
大
学
事
務
局
長
(
一
九
四
九
年
六
月
〜
一
九
五
三
年
五
月)
。
( )
小
堺
乕
三
郎
。
元
熊
本
医
科
大
学
事
務
官
、
群
馬
大
学
事
務
局
長
に
転
出
。
( )
竹
屋
男
綱
。
元
熊
本
医
科
大
学
教
授
(
一
九
四
八
年
三
月
〜
一
九
四
八
年
六
月
ま
で
学
長
代
理
、
一
九
四
八
年
六
月
〜
一
九
四
八
年
八
月
ま
で
学
長
事
務
取
扱)
兼
体
質
医
学
研
究
所
長
(
一
九
四
七
年
八
月
〜
一
九
四
九
年
五
月)
。
熊
本
大
学
体
質
医
学
研
究
所
長
(
一
九
四
九
年
五
月
〜
一
九
五
五
年
六
月)
。
( )
山
田
昌
司
。
元
第
五
高
等
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
法
文
学
部
助
教
授
。
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( )
第
一
次
米
国
教
育
使
節
団
は
一
九
四
六
[
昭
和
二
一]
年
三
月
来
日
し
て
お
り
、
六
・
三
・
三
・
四
制
は
一
九
四
七
[
昭
和
二
二]
年
三
月
三
一
日
公
布
、
一
九
四
七
年
四
月
一
日
施
行
の
学
校
教
育
法
に
よ
る
。
ま
た
、
一
九
四
七
年
七
月
二
二
日
に
衆
参
議
員
・
熊
本
県
内
各
市
町
村
長
等
を
委
員
と
す
る
熊
本
総
合
大
学
期
成
会
が
正
式
に
発
足
し
て
お
り
、
一
九
四
八
[
昭
和
二
八]
年
三
月
二
五
日
付
の
熊
本
日
日
新
聞
に
お
い
て
は
、
総
合
大
学
実
行
委
員
会
が
三
月
二
三
日
に
発
足
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
( )
山
下
重
輔
。
元
熊
本
師
範
学
校
教
授
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
。
( )
桜
井
三
郎
熊
本
県
知
事
(
一
九
四
六
年
四
月
一
六
日
〜
一
九
五
九
年
二
月
一
〇
日)
。
こ
の
と
き
熊
本
大
学
期
成
会
会
長
も
務
め
て
い
た
。
( )
竹
内
良
三
郎
。
元
第
五
高
等
学
校
長
(
一
九
四
八
年
六
月
〜
一
九
四
九
年
五
月)
、
信
州
大
学
理
学
部
長
に
転
出
。
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【凡例】
○表題について､ 原題を欠くものについては仮題を ( ) で示した｡
○編著者／発行所についても､ 内容から推定したものについては ( ) で示した｡
箱番号 資料番号 表 題 編著者／発行所 年 代 冊数 備 考
A １ 熊本大学設置認可申請書 桜井三郎 1948.6.1 １ ・綴｡ 学校名及びその沿革・敷地関係・学部別備品・入学定員等
A ２‐１ 昭和二十三年五月 熊本総合大学関係書類 高野作 1948.5 １
・熊本大学設立準備委員名簿・出張
記録等事務記録綴
A ２‐２ 総合大学関係 (南九州) 和田 1947.7.25 １ ・会議資料・校舎施設調書・期成会役員名簿等綴
A ２‐３ 熊本総合大学創立回顧談話会速記録 熊本大学期成会募金事務局 1951.11.5 １
A ２‐４ 控 校地・校舎等建物附属図面 1949 13 ・医(本庄･城内)･工･理･人文･教育学部の各部図面､五高配置図､工業専門平面図など
A ２‐５ 熊本大学医学部配置図 年未詳 ３
・封筒一括｡ 表に｢(図面１)医科大
学時代の本庄キャンパス(図面２)
熊本城内時代の配置図｣ とあり
・熊本大学医学部配置図 (２点)､
熊本医科大学平面図 (１点)
A ２‐６‐１ 募金趣意書 (新制熊大) 熊本総合大学期成会長桜井三郎 (1949) １ ・封筒一括 (同内容11点あり)
A ２‐６‐２ 趣意書 熊本総合大学期成会長・熊本県知事桜井三郎 (1949) 1
・封筒一括 (同内容28点)
・ ｢海外同胞の皆様｣ 宛
A ２‐６‐３ 趣意書 熊本大学教育学部設置後援会／熊本大学設置期成会 1949 １
・ ｢熊本師範学校分｣ とメモ書きあ
り
A ２‐７ 総合大学期成会委員委嘱について 熊本総合大学期成会長桜井三郎 1948.2.26 1
・封筒一括 (同内容３点あり)｡ 表
に ｢(南九州大学構想)｣ とあり
A ２‐８
                                                             年未詳 1 ・封筒表に ｢南九州大学構想 陳情書の英訳｣ とあり
A ２‐９ 陳情書－国立総合大学の熊本市設置に関して－ 年未詳 １ ・同内容３点
A ２‐10 (国立総合大学に関する件) 熊本軍政府コレル少佐 1948.3.16 1
・封筒に ｢熊本軍政府コレル少佐宛
先連合国総司令官 南九州大学構想｣
とあり｡ 同内容５点あり
A ２‐11 国立熊本総合大学設置計画書 熊本総合大学期成会 1948.5～1949.1 ２ ・昭和23年､ 昭和24年分｡ それぞれ同内容２点ずつあり
A ２‐12‐１ 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・ ｢第一案｣ と朱書あり
A ２‐12‐２ 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・同内容２点｡ 内１点に ｢第二案原稿控｣ と朱書あり
A ２‐12‐３ 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・同内容６点｡内１点に｢第三案｣とあり
A ２‐12‐４ 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 1 ・同内容17点｡内２点に｢第四案｣とあり
A ２‐12‐５ 熊本大学設置要項 (熊本総合大学期成会) 年未詳 1
・綴｡ 表に ｢参考 (原稿となるもの)｣
と朱書あり｡ 熊本総合大学期成会則・
関係者名簿等
A ２‐13 学部及学科教員配当定員 熊本大学 年未詳 1 ・同内容19点あり
A ２‐14 熊本総合大学創設費 (施設費 設備費) 明細書 年未詳 1 ・同内容８点あり
A ２‐15‐１ 熊本大学教員所要数算出の基礎案 熊本大学 年未詳 1 ・ ｢第一案｣ とあり
A ２‐15‐２ 熊本大学国立新制大学講座別単位及び職員配当調 熊本大学 年未詳 1 ・ ｢第二案｣ と朱書あり
A ２‐15‐３ 熊本大学国立新制大学講座別単位及び職員配当調 熊本大学 年未詳 1 ・ ｢第一案｣ とあり
A ２‐15‐４ 旧制学校職員定員と新制大学職員豫定定員との比較 (熊本大学) 年未詳 1 ・同内容11点
A ２‐15‐５ (建築種別建物様式詳細表) 年未詳 1
A ２‐15‐６ (学部年度別諸経費費用表) 1949～1952 １
A ２‐15‐７ (熊本大学期成会会則・募金委員会・常任委員会役員表) (熊本大学期成会) 1951.7 ５
A ２‐15‐８ (熊本大学期成会会則・募金委員会・常任委員会役員表) (熊本大学期成会) 1951.7 １ ・A-２-15-７の複写版
A ２‐15‐９ 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・同内容２点あり
A ２‐15‐10 熊本大学設置要項 熊本大学 年未詳 １
A ２‐15‐11 総合大学創設に要する経費 1949～1952 5 ・大学所要経費調､ 経費増減事項別表あり・A-2-15-22の一部か
A ２‐15‐12 (学部別学生定員・講座数・所要教官数表) 年未詳 １ ・ ｢第二案｣ と朱書あり
A ２‐15‐13 (経常費・臨時費 [第一期・第二期創設費内訳表]) (熊本大学期成会) 1949～1952 １ ・ ｢第二案｣ と朱書あり
A ２‐15‐14 旧制学校職員定員と新制大学職員豫定定員との比較 年未詳 １ ・第一案～第五案まであり
A ２‐15‐15 昭和二十四年二月調 教官住宅必要教調 熊本総合大学募金事務局 1949 １
A ２‐15‐16 熊本大学設置概要 (熊本大学) 1949～1952 １
A ２‐15‐17 昭和二十四年二月現在 既設財産調 熊本総合大学募金事務局 1949 １
A ２‐15‐18 熊本大学建物配当緊急計書 熊本大学 年未詳 １ ・同内容３点あり
A ２‐15‐19 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・手書きの草案
A ２‐15‐20 熊本大学設置要項 (熊本大学) 年未詳 １ ・ ｢第二案｣ と朱書あり
A ２‐15‐21 機械器具員数及価格調 熊本医科大学 年未詳 1
A ２‐15‐22 熊本大学創設に要する経費 (熊本大学) 1949～1952 １ ・A-2-15-11と関連 (同内容) か
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A ２‐15‐23 熊本総合大学期成会募金委員会会則 (熊本総合大学期成会) 年未詳 1 ・A-2-12-５の一部 (同内容) か
A ２‐15‐24 (委員会委員名簿) (熊本総合大学期成会) 年未詳 １ ・A-2-12-５の一部 (同内容) か
A ２‐15‐25 熊本総合大学期成会委員 (熊本総合大学期成会) 年未詳 １
A ２‐16 愛知医科大学官立移官関係書類 名古屋帝国大学 1930～1931 １
A ２‐17 創設ニ関スル愛知県記録 名古屋帝国大学 1938～1941 １
A ２‐18 総合大学設置ニ関スル県会意見書 名古屋帝国大学 1918～1937 １
A ２‐19 名古屋帝国大学創設経緯 (新聞記事) 名古屋帝国大学 1918～1939 １ ・各新聞記事より摘要
A ２‐20 九州大学農学部調査事項 熊本大学募金事務局 (1951) １
A ２‐21 (佐賀大学についての調査事項) 熊本大学募金事務局 年未詳 １ ・同内容２点あり
A ２‐22 昭和二十五年七月一日 文理学部農学専攻講座増設並に各専攻名称変更認可申請書 佐賀大学 1950 １
A ２‐23 (農学部設置についての調査) 熊本大学期成会 1951 ２
・明治工業専門学校・新潟医科大の
予算についての資料及び ｢山口総合
大学設置のしおり｣ (昭和23年)
A ２‐24 昭和二十四年度概算書 (経常費) 熊本大学 1949 １ ・ ｢第一案の一｣ と朱書あり
A ２‐25 昭和二十四年度概算書 (経常費) 熊本大学 1949 １ ・ ｢第二案｣ とあり
A ２‐26 熊本大学設置認可申請書補遺 (熊本大学) 1949～1952 1 ・ ｢第二案｣ と朱書あり
A ２‐27
(追第一号議案) 昭和二十二年度熊
本県歳入歳出追加予算説明 (昭和二
十二年災害復旧及び産業館建設関係)
1947 １ ・大学設置の建議等記載
A ２‐28 熊本総合大学設置要項 (昭和二三.五.六) (熊本総合大学期成会) 1948.5.6 １
A ２‐29 熊本総合大学 雑 (熊本総合大学期成会) 1948 １ ・学生・教員・定員調書ほか､｢新学制えの切換要項 (熊本医科大学)｣等
A ２‐30 熊本大学設置認可申請書補遺 (熊本大学) 1949～1952 １
A ２‐31 (熊本大学設置に関する諸書類綴) 熊本大学 1950 １ ・期成会関係設置要項､ 設置趣意書､募金趣意書等
A ２‐32 (新制大学創設事務責任者の推選依頼報告) (熊本大学期成会) 1948.10.13 １ ・前身校校長への報告
A ２‐33 総合大学懇談会出席名簿 (熊本総合大学期成会) 年未詳 ２
A ２‐34 企画委員名簿 1947 １ ・各前身校校長からの委員推薦通知あり
A ２‐35 (人事申入書) 1949.2.21 １
A ２‐36 熊本総合大学期成会委員名簿 (熊本総合大学期成会) 年未詳 1 ・同内容２点あり
A ２‐37 熊本大学設置関係綴 (熊本大学期成会) 1949 １
A ３‐１ 海外県人代表者名 (熊本大学期成会) 1949 １ ・封筒入｡ 表に ｢昭和二十四年開学記念式典関係 期成会資料｣ とあり
A ３‐２ 熊本大学開学記念式関係書類 熊本大学 1949 １
A ３‐３ 昭和二十四年 開学記念式典関係本部資料 (熊本大学) 1949 1 ・プログラム､ 学長式辞､ 祝辞など
A ３‐４‐１ (文部大臣宛 祝辞交付願) (熊本大学) 1954.10 1
A ３‐４‐２ (案内状差出伺) (熊本大学) 1954.10 1 ・案内状草案あり・文部大臣他関係各所宛
A ３‐４‐３ (開学五周年記念式典及行事伺) (熊本大学) 1954.10 １
A ３‐４‐４ (市内､ 大学､ 短大学長､ 高等学校長宛 開学五周年記念式典開催案内) (熊本大学) 1954.10 １
A ３‐４‐５ 記念行事事務分担表案 (熊本大学) 年未詳 １ ・開学五周年記念式典のものか
A ３‐４‐６ 開学五周年記念式典及祝賀会役割 (案) 熊本大学 年未詳 1
A ３‐４‐７ (開学五周年記念行事案・費用内訳・旧現部局長評議員事務長名簿) 熊本大学 1954 １
A ３‐４‐８ 熊本大学開学記念行事一覧表 (案) 熊本大学 年未詳 １ ・同内容３点あり (内２枚は訂正あり)
A ３‐４‐９ (熊本大学開学記念行事案内) 熊本大学 年未詳 １ ・同内容３点あり
A ３‐４‐10 熊本大学開学記念行事案 熊本大学 年未詳 ３
・医学部展示会場出展目録､ 薬学部
開放略図､ 熊本大学配置図
・A-3-4-9の一部か
A ３‐４‐11 (熊本大学開学の概要の草案) 熊本大学 年未詳 １
A ３‐４‐12 熊本大学開学の概要 熊本大学 年未詳 １ ・A-3-4-11の改訂版か
A ３‐４‐13 開学記念行事一覧案 (熊本大学) 年未詳 ２
A ３‐４‐14 (開学五周年記念式典式次第) 熊本大学 年未詳 １ ・手書き
A ３‐４‐15 (熊本大学開学五周年記念式典祝電) 1954 11
A ３‐４‐16 開学五周年記念式典来賓名簿 庶務係 年未詳 １
A ３‐４‐17‐１ (開学記念学術講演者宛手紙) 熊本大学 1953 １
・A-3-4-17番台：封筒に ｢開学五周
年記念式典外企画案外覚書｣ とあり
・局長名から講演者各位宛､ 手紙の
草稿と実際の文面双方を綴ったもの
A ３‐４‐17‐２ (開学記念学術講演会) 熊本大学 1953 １
・講演会の案内､ 記念式典招待状宛
先リスト
・市内高等学校校長､ 市内中小学校
校長､ 熊本県教育長､ 熊本市教育長､
熊本県知事､ 熊本市長宛
A ３‐４‐17‐３ (開学記念学術講演会) 熊本大学 1953 １ ・A-3-4-17-2と同様のもの・熊本日日新聞社他各報道関係宛
A ３‐４‐17‐４ (第五回熊本大学記念学術講演会案内) 熊本大学 1953 １ ・講演会案内 (完成版か)
A ３‐４‐17‐５ (開学記念学術講演会) 熊本大学 1953 １ ・A-3-4-17-2､ 3と同様のもの・司会者・講演者宛
A ３‐４‐17‐６ (講演者演題訂正要請) 世良完介 年未詳 １ ・封筒入､ 大学本部庶務課宛
A ３‐５‐１ 熊本大学.五周年開学記念祭プログラム
熊本大学開学記念行
事実行委員会 1954 １ ・同内容５点あり
A ３‐５‐２ (開学五周年記念行事出席者数) 熊大募金事務局 (1954) ６
・開学五周年記念行事スポーツ人員
表 (各学部別)
・メモ書きか
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A ３‐５‐３ 開学五周年記念式典及祝賀会役割 (案) (熊本大学) (1954) １ ・式典・祝賀会各係詳細
A ３‐５‐４ (熊本大学開学記念行事案内) (熊本大学) (1954) １ ・同内容２点あり・A-3-4-9と同内容
A ３‐５‐５ 出席名簿 (熊本大学) (1954) １ ・開学五周年記念式典来賓名簿か
A ３‐５‐６ 来賓名簿 (熊本大学期成会) (1954) １ ・同内容６点あり(A-3-5-5と同内容か)
A ３‐６ 開学五周年式典記録 熊本総合大学期成会事務局 1954 １
A ３‐７ 開学五周年式典領収証 (熊本大学期成会) 1954 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済｣の貼り紙あり
A ３‐８ 薬学部七十五周年記念祝賀に関する綴 昭和35年10月～11月 1960.10～11 １
A ３‐９ 開学十周年祝賀領収証 熊本大学期成会 1959 １
A ３‐10 開学十周年祝賀式典 1959 １
A ３‐11‐１ 昭和三十四年十二月以降 開学十周年記念関係書類 1959.12～1961 １
・封筒入｡表に｢但名簿は期成会資料｣とあり
・支出金･募金明細､実行委員会報告
A ３‐11‐２ 来賓受付簿 1959 1 ・朱書で ｢事務局用｣ とあり
A ４ 農学部設置に関係する書類 1951 ５
・封筒入｡表に｢農学部設置に関する書類
(二七年募金委員会の綴りと同)｣とあり｡
・他大学宛調査用紙 (複数部) など
A ５ 国立熊本総合大学組織表 (熊本大学) 年未詳 １
・封筒入｡ 表に ｢国立熊本総合大学
組織表｣ とあり
・同内容３点あり
B １‐１ 熊本総合大学募金委員会記録 熊本総合大学期成会 1948～1950 １
B １‐２ 募金委員会議録 熊本総合大学期成会 1951 １
B １‐３ 募金委員会議録 (写) 熊本総合大学期成会 1951 １ ・B-1-2のコピー
B １‐４ (海外) 期成会関係者写真 青木保 1951 ２ ・熊本総合大学ハワイ後援会長松村友次氏及び同後援会総務青木保氏の写真
B １‐５‐１ (海外渡航許可願) 熊本大学募金事務局 1950 1
・B-1-5番台：封筒入｡ 表に ｢渡航
関係 至急進展｣ とあり
・緒方数彦氏の渡航申請"
B １‐５‐２                                     1950 １ ・アメリカ・カナダの留学のための手順
B １‐５‐３ 覚 (緒方数彦) 年未詳 ３ ・美作局長､ 古賀課長との談合の結果を後日のため記したもの
B １‐５‐４ 布哇渡航許可願 熊本県議会事務局・熊本大学募金事務局 年未詳 1
B １‐５‐５
                                                                               年未詳 １
B １‐５‐６ (布哇渡航・帰国及帰布記録) 年未詳 １ ・メモ書き
B １‐５‐７ 履歴書 緒方数彦 1950 １
B ２‐１ 昭和二十三年五月起 熊本総合大学期成会 熊本総合大学期成会 1948.5～ １ ・会則・名簿等
B ２‐２ 昭和二十四年一月起 熊本総合大学期成会募金委員会
熊本総合大学期成会
募金委員会 1949.1～ １
・募金委員会設置・会則・各種規定､
期成会募金目録など
B ２‐３ 昭和二十五年 期成会関係書類 庶務課総務係 1950～ １ ・熊本大学教養教室建築用工地贈書､法文学部関係図書購入書類・目録など
B ２‐４ 昭和二十六年度 期成会関係 熊本大学 1951 １ ・法文学部寄贈図書書類・目録
B ２‐５ 昭和二十七年度 期成会関係 熊本大学事務局 1952 １ ・新制大学充実に対する地元負担額調､ 募金委員会委員名簿など
B ２‐６ 昭和三十年度 期成会関係綴 (熊本大学期成会) 1955 １ ・寄贈図書及器具目録､落合文庫目録など
B ２‐７ 昭和三十一年度 大学期成会関係 (熊本大学期成会) 1956 １ ・医学部用器械類寄贈関係書類
B ２‐８ 昭和三十三年度 期成会関係 (熊本大学期成会) 1958 １ ・工学部物品寄贈関係書類
B ２‐９ 期成会関係 (熊本大学期成会) 1959 １ ・附属図書館書庫建築設計依頼､ 工・薬・医学部寄贈目録など
B ２‐10 昭和35年度11月起 熊本大学期成会書類綴 熊本大学期成会 1960～ １ ・熊本大学創設費･寄付金･申請書など
B ２‐11 昭和37年度以降 期成会関係事項書類綴 (熊本大学期成会) 1962～ １ ・図書館書庫工事完成・引渡書類
B ２‐12 熊本大学期成会募金未納額調書 会計課 1962 １ ・｢資料は庶務課保管分によって作成す｣とあり
B ２‐13 収支決算書 熊本総合大学期成会 1962 １ ・予算引継額明細
B ２‐14 二十九年度熊本大学期成会関係 庶務係 1964 １ ・表紙のみ
B ３‐１ 募金年度別割当 熊本大学募金事務局 (1960) 54 ・昭和24年度から昭和35年度までの募金年度別表
B ３‐２ 昭和三十四年度 目標額算出資料 熊本大学 1959 23
B ３‐３‐１ 募金年度別割当 熊本大学募金事務局 (1960) １ ・B-3-1と同内容 (同内容28点あり)
B ３‐３‐２ 熊本総合大学期成会第三期市郡目標額 熊本大学募金事務局 年未詳 １ ・同内容３点あり
B ３‐３‐３ 熊本総合大学期成会昭和30年度 (第六期) 募金目標額 熊本大学募金事務局 年未詳 １ ・同内容22点あり
B ３‐３‐４ 熊本総合大学創設費昭和32年度募金目標 熊本大学募金事務局 1957 １ ・同内容10点あり・熊本総合大学創設費募金年度別表付き
B ３‐３‐５ 熊本総合大学創設費昭和33年度募金目標 熊本大学募金事務局 1958 １ ・同内容34点あり
B ３‐３‐６ 熊本総合大学創設費昭和34年度募金目標 熊本大学募金事務局 1959 １ ・同内容47点あり
B ３‐３‐７ 熊本総合大学創設費昭和35年度募金目標 熊本大学募金事務局 1960 １ ・同内容24点あり
B ３‐４ (小切手払い口座の貯金利子口座組み入れ通知) 熊本局貯金局内分室 1966 １ ・熊本総合大学期成会宛
B ４ 熊本大学期成会成立及事業経過 (熊本大学期成会) 1948～1959 １ ・封筒一括 (同内容51点あり)｡ 表に ｢期成会成立及事業経過｣ とあり
B ５‐１ 熊本総合大学期成会決算書 熊本総合大学期成会 1949～1961 16 ・｢熊本総合大学期成会決算書 昭和36年６月30日｣(同内容16点あり)､一部未記入
B ５‐２ 募金決算 熊本総合大学期成会 1949～1958 １ ・支出内訳
B ５‐３ 熊本総合大学期成会募金決算 熊本総合大学期成会 1949 1 ・同内容21点あり
C １‐１ 昭和二十六年三月起 熊大工学部応用力学模様替綴 熊本大学期成会 1951 １
C １‐２ 昭和二十六年四月起 熊大工学部応用力学教室・機械及基礎工事関係綴 熊本大学期成会 1951 １ ・綴｡ 図面あり
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C １‐３ 昭和二十六年四月起 領収証綴 工学部応用力学教室模様替関係 熊本大学期成会 1951 1
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済 30.５.
31｣ の貼紙あり
C １‐４ (工学部備品購入関係) 熊本大学期成会 1956 34 ・封筒に｢工学部器械 スミ｣とあり
C ２‐１ 熊本大学臨海実験所建設費補助御願い 天草郡今津村 天草郡今津村 1952 １ ・綴｡ 図面あり
C ２‐２ (熊本大学建設・寄贈図書関係) 熊本大学期成会 1951～1952 7 ・封筒一括｡ 表に ｢熊本大学期成会長殿｣ とあり
C ２‐３ 熊本大学理学部土地購入関係 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ 表紙に｢会計監査済｣の貼紙と
｢(領収書) 募金支出簿｣ の朱書あり
・綴｡ 図面あり
C ２‐４ 理学部器械図書領収証 №３ 熊本大学期成会事務局 1956 １ ・綴｡ 表紙に ｢監査済｣ の貼紙あり
C ２‐５ (法文学部書籍注文の返事) 国際労働事務局東京支局 1956.2.23 １
・封筒入｡ 表に ｢法文学部に連絡の
こと｣ と朱書あり
C ２‐６ 理学部器械図書領収証 №４ 熊本大学期成会 1958～1959 １
C ２‐７ 熊本大学教養教室ガス工事関係書類 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952 １
C ２‐８ (熊本大学教養教室Ｅ棟新築認可申請書) 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡ 図面あり
C ２‐９ (熊本大学教養教室 実験研究室 新営工事仕様書) 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡ 図面あり
C ２‐10 熊本大学教養教室実験台工事関係書類 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952 １
C ２‐11 (熊本大学教養教室新築認可申請書) 熊本大学期成会 1950 1 ・綴｡ 図面あり
C ２‐12 昭和二十五年七月起 熊本大学教養教室新築用地整地付帯工事関係綴 (土管工事関係) 熊本大学期成会 1950～ １
・綴｡ 図面あり
・綴｡表紙に｢領収証併綴｣と朱書あり
C ２‐13 昭和二十五年五月起 熊本大学建設に関する書類綴 熊本総合大学期成会 1950～ １ ・綴｡ 図面あり
C ３‐１ 昭和二十四年度 大学創設費募金状況一覧表綴
熊本総合大学募金事
務局 1949～ １
C ３‐２ 一般 大学創設費募金状況一覧表綴 熊本大学期成会募金事務局 1950～1953 １
C ３‐３ 第二期募金割当資料綴 熊本大学募金事務局 1950 １
C ３‐４ 第二期大学創設費募金状況一覧表綴 熊本大学期成会募金事務局 1951～1953 １ ・郡別記載
C ３‐５ 第三期募金目標額割当資料綴 昭和28年１月 (熊本大学期成会) 1953.1 １
C ３‐６ 第三期大学創設費募金状況一覧表綴 熊本大学期成会募金事務局 1952～1956 １ ・郡別記載
C ３‐７ 第四期大学創設費募金状況一覧表綴 熊本大学期成会募金事務局 1956～1958 １
C ３‐８ 第五期各市郡募金目標額 (熊本大学期成会) 1954～1956 １ ・綴
C ３‐９ 第六期募金目標額 (熊本大学期成会) 1955～1958 １ ・綴
C ３‐10 昭和三十二年度 第七期募金目標額 (熊本大学期成会) 1957～1959 １ ・綴
C ３‐11 昭和三十三年度 第八期募金目標額 (熊本大学期成会) 1958～1961 １ ・綴
C ３‐12 昭和三十四年度 第九期募金目標額 (熊本大学期成会) 1959～1961 １ ・綴
C ３‐13 (第10期募金目標額) (熊本大学期成会) 1960～1961 １ ・綴
C ４‐１ (医学部施設充実器械の購入について) 熊本大学医学部 1956 10 ・封筒一括､ 熊本大学期成会宛｡ 機器購入書類など
C ４‐２
昭和二十六年七月起 熊本大学医学
部学生控室・医学部附属病院・動物
実験室建築関係綴
熊本大学期成会 1951.７ １
C ４‐３ 昭和二十六年七月起 領収証綴 学生控室・動物実験室関係 熊本大学期成会 1951.7 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.５.31｣
の貼紙あり
C ４‐４ 医学部器械領収証 №３ 熊本大学期成会事務局 1956 １ ・綴｡ 表紙に ｢会計監査済 昭和三十三年六月二十二日｣ の貼紙あり
C ４‐５ 体研器械領収証 熊本大学期成会事務局 1956 １ ・綴｡ 表紙に ｢会計監査済 昭和三十三年六月二十二日｣ の貼紙あり
C ４‐６ 工学部・薬学部・理学部・医学部放射能測定器領収証 熊本大学期成会事務局 1955 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済 昭和三
十三年六月二十二日｣ の貼紙あり
C ４‐７ 医学部機械領収証 №４ 熊本大学期成会事務局 1958 １ ・綴
C ４‐８
藤崎台県営野球場建設に伴ふ家屋移
転及び附属建物の新営に関する書類
綴､ 領収書綴 昭和35年３月
熊本大学期成会 1960.3 １ ・綴
C ５‐１ 薬学部器械図書領収証 №３ 熊本大学期成会事務局 1956 １ ・綴｡表紙に｢監査済｣(一部破損)の貼紙あり
C ５‐２ 昭和二十六年三月 機械購入に関する書類綴 熊本大学期成会 1951.3 １ ・理学部・薬学部関係
C ５‐３ 薬学部器械図書領収証 №４ 熊本大学期成会事務局 1958 １ ・綴
C ５‐４ (薬学部内容充実用備品購入について) 薬学部 1956 40
・封筒入｡ 表に ｢熊本総合大学期成
会 高野様｣ とあり
C ６‐１
理学部実験器具２・薬学部実験器具
２・医学部実験器具２・工学部実験
器具３ 領収証
熊本大学期成会事務
局 1954 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.5.31｣
の貼紙あり
C ６‐２ 医工理薬 放射能測定器書類 (熊本大学期成会) 1954 ８ ・封筒入｡ 機器パンフレットなど
C ７‐１ 熊本大学教育学部美術工芸教室新築認可申請書 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり
C ７‐２ 美術工芸教室建築書類 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり
C ７‐３ 美術工芸教室建築領収証 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.５.31｣の貼紙あり
C ７‐４ (熊本大学美術工芸科教室工事関係書類) 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり
C ７‐５ 熊大教育学部音楽教室新営工事綴 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.5.31｣の貼紙あり・綴｡ 図面あり
C ７‐６ 音楽教室領収証綴 熊本大学期成会 1952 １ ・綴
C ７‐７ 音楽教室水道工事書類 熊本大学期成会 1952 １ ・綴
C ７‐８ 教育学部器械図書領収証 №１ 熊本大学期成会 1956 １ ・綴｡表紙に｢監査済｣(一部破損)の貼り紙あり
C ７‐９ 教育学部器械図書領収証 №２ 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
C ７‐10 音楽教室電気工事書類 (熊本大学期成会) 1952 １ ・綴｡ 図面あり
C ８‐１ 学生会館建築書類 (熊本大学期成会) 1954～ １ ・綴｡ 図面あり
C ８‐２ (熊本大学学生ホール建設関係) 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり
C ８‐３ 学生会館 領収証 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.５.31｣の貼紙あり・学生会館の新営に係る費用の領収書類
C ８‐４ 熊本大学学生会館建築認可申請書 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり
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C ８‐５ 熊本大学学生会館新築申請書 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡ 図面あり・Ｃ-８-４の控えか
C ９ 熊本大学学生寮 (小磧寮) 増築関係書類 (熊本大学期成会) 1960 ４
・綴､ 封筒あり
・熊本大学管理係より高野先生 (期
成会) へ提供されたものか
C 10‐１ 工学部器械領収証 №５ (熊本大学期成会) 1958 １
C 10‐２ ｢工学部用高周波電力発生装置 (ラヂオヒーター)購入支出伺 (熊本大学期成会) 1955 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.5.31｣
の貼紙あり｡ ｢神戸工業の展望｣ と
題する商品カタログなど同綴
C 10‐３ 工学部器械図書領収証 №４ (熊本大学期成会) 1956 １ ・綴｡ 表紙に ｢監査済1957｣ (一部破損) の貼紙あり
C 11‐１ 第三回ドイツ文化夏期ゼミナール(昭和三六年九月)
第３回ドイツ文化夏
期ゼミナール開催地
代表者熊本大学法文
学部教授永松譲一
1961.９ ８
・綴｡ 第13回ドイツ文化ゼミナール
の開催通知および補助金の収支決算
報告
C 11‐２ (法文 購入伺 控書) 熊本大学期成会 1954 ６ ・綴｡ 法文学部の図書・書架等購入関係書類
C 11‐３ 昭和二十五年十二月 図書購入に関する書類綴 熊本大学期成会 1950.12 １ ・綴｡ 法文・理学部関係書類
C 11‐４ 法文学部図書領収書２ (一) 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.５.31｣の貼紙あり
C 11‐５ 法文学部図書領収証２ (二) 熊本大学期成会 1954～1955 １ ・綴
C 11‐６ 法文学部図書領収証  熊本大学期成会 1955 １ ・綴｡ 表紙に ｢監査済 昭和三十二年六月二十二日｣ と貼紙あり
C 11‐７ 第四期 法文図書 熊本大学期成会 1956 １ ・綴
C 11‐８ 法文学部図書領収証 №５ 熊本大学期成会 1958 1 ・綴
C 11‐９ 昭和二十五年七月起 熊本大学法文学部研究室改造に関する書類綴 熊本大学期成会 1950.７ １ ・綴｡ 図面あり
C 11‐10 昭和二十五年八月起 領収証綴 (寄宿舎関係) 熊本大学期成会 1950.8 １
・綴｡表紙に｢会計監査済30.5.31｣の貼紙､
｢法文学部研究室模様替｣ の朱書あり
C 11‐11 (理学部・法文学部図面) 1950 ５ ・綴｡ 旧五高寮の改造､ 教養棟の新営等についてのもの
C 11‐12 昭和二十五年八月起 熊本大学法文学部改造電気工事関係綴 熊本大学期成会 1950.8～ １ ・綴
C 11‐13 昭和二十五年八月起 熊本大学法文学部改造水道瓦斯工事綴 熊本大学期成会 1950.8～ １ ・綴
C 11‐14 法文学部図書領収証 №４ 熊本大学期成会 1956 １ ・綴｡表紙に｢監査済｣(一部破損)の貼紙あり
C 11‐15 落合文庫目録 年未詳 １ ・綴｡署名･冊数･価格目録｡同内容３点あり
C 11‐16 熊本大学期成会 寄贈図書及び器具目録 (法文第二) 熊本大学期成会 年未詳 １ ・綴
C 11‐17 寄贈図書目録 年未詳 １ ・綴
C 11‐18 寄附目録 (機械器具の部) 年未詳 １ ・綴｡ 同内容２点あり
C 12 附属病院器械領収証 (熊本大学期成会) 1956 １ ・綴｡ 表紙に ｢監査済 昭和三十二年六月二十二日｣ の貼紙あり
D １‐１ 熊本大学教養教室水道工事関係書類 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952 １ ・綴
D １‐２ 熊本大学教養教室電気工事関係書類 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952 １ ・綴
D １‐３ 熊本大学教養教室新築関係書類 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952～1953 1 ・綴
D １‐４ 大学病院に於ける特殊病棟の新営に関する陳情
熊本大学医学部附属
病院 (1951) １ ・綴
D １‐５ 熊本大学教養教室新築関係領収書 Ｅ棟 熊本大学期成会 1952～1953 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.5.31｣の貼紙あり
D １‐６ 熊本大学教養教室用地通用門関係書類 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.5.31｣の貼紙あり
D １‐７ 熊本大学教養教室 (実験研究室) 関係書類綴 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.5.31｣
の貼紙､ ｢Ｄ棟 用地通用門の書類｣
の朱書あり｡ 中に図面同綴
D １‐８ (熊本大学教養教室 (実験研究室)新築認可申請書) 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡ 表紙に貼紙あり
D １‐９ (熊本大学教養教室 (実験研究室)新築認可申請書) 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ 表紙に貼紙あり
・図面あり
D １‐10 熊本大学教養教室(実験研究室)給排水工事 熊本大学期成会 1952 １ ・綴｡ 表紙に ｢Ｄ棟｣ の朱書あり
D １‐11 領収証 熊本大学教養教室(実験研究室)新築 熊本大学期成会 1952～1953 １ ・綴｡ 表紙に ｢Ｄ棟｣ の朱書あり
D １‐12 第二期工事 領収証綴 (教養教室) 熊本大学期成会 1950～1951 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.5.31｣の貼紙あり・ ｢Ｃ棟｣ の朱書あり
D １‐13 昭和二十六年五月起 熊大教養合併教室机椅子関係綴 熊本大学期成会 1951.5～ １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.5.31｣
の貼紙､ ｢完 領収証募金支出簿①｣
の朱書あり
D １‐14 昭和廿六年一月 (第二期) 水道工事に関する書類綴 熊本大学期成会 1951.1～ １ ・綴
D ２‐１ 昭和二十五年六月起 熊本大学整地関係領収証綴 熊本総合大学期成会 1950 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.５.31｣
の貼紙あり
D ２‐２ 昭和二十五年六月起 熊本大学整地直営工事綴 熊本大学期成会 1950 １ ・綴｡ 図面あり
D ２‐３ 昭和二十五年六月起 熊本大学整地関係綴 (失業対策事業) 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐４ 熊本大学教養教室 (実験研究室) 瓦斯工事 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ ｢Ｄ棟｣ と朱書あり
・図面あり
D ２‐５ 熊本大学教養教室 (実験研究室) 実験台・教卓 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ ｢Ｄ棟｣ と朱書あり
・図面あり
D ２‐６ 熊本大学教養教室 (実験研究室) 電気工事 熊本大学期成会 1952 １
・綴｡ ｢Ｄ棟｣ と朱書あり
・図面あり
D ２‐７ 昭和二十五年八月起 熊本大学教養教室電気工事に関する綴 熊本大学期成会 1950～ １ ・綴
D ２‐８ (熊本大学教養合併教室新築認可申請書) (熊本大学期成会) 1950～ １ ・綴｡ 図面あり
D ２‐９ 昭和二十五年七月 熊本大学水道工事関係綴 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐10 昭和二十五年七月起 領収証綴(水道工事関係) 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
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D ２‐11 昭和二十五年六月起 熊本大学建設領収証綴 熊本総合大学期成会 1950 １
・綴｡ 表紙に ｢会計監査済30.５.31｣
の貼紙あり
D ２‐12 昭和二十五年十月二十五日 教養教室落成式記録綴 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐13 昭和二十五年十月 熊本大学教養教室落成式領収証綴 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐14 昭和二十五年十二月 第二期 電気工事に関する書類綴 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐15‐１ (熊本大学付近見取図) 年未詳 １
D ２‐15‐２ (教養科教室Ｃ棟建築図) 年未詳 １
D ２‐15‐３ (教養科教室Ｃ棟配置図) 年未詳 １
D ２‐16 昭和二十五年十二月 第二期 領収証綴 (電気工事関係) 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ２‐17 第二期 熊本大学教養教室認可申請書 熊本大学期成会 1950 1 ・綴｡ 図面あり
D ２‐18 昭和廿六年一月 (第二期) 領収証綴 水道工事関係 熊本大学期成会 1951 １ ・綴
D ２‐19 第二期工事 熊本大学建設に関する書類綴 熊本大学期成会 1950～1951 １ ・綴
D ２‐20 昭和二十五年八月起 領収証綴 (電気工事関係) 熊本大学期成会 1950 １ ・綴
D ３‐１ 図書館建築領収証 第一期工事 熊本大学 1955～1957 １ ・綴
D ３‐２ 第一期図書館建設書類綴 熊本大学募金事務局 1955～1958 １ ・綴
D ３‐３ (熊本大学附属図書館新築落成式案) 熊本総合大学期成会 1957.２.21 １ ・綴
D ３‐４ (図書館落成式費用関係書類) 熊本大学期成会 1957 １ ・綴
D ３‐５ (図書館落成式費用関係書類) 熊本大学期成会 1957 １ ・綴
D ３‐６ (熊本大学附属図書館 [１棟] 新営工事関係書類) 熊本大学期成会 1956 １ ・綴｡ 図面あり
D ３‐７ (熊大附属図書館に関する書類) 熊本大学期成会 1955～1956 30 ・綴｡ 図面あり
D ３‐８ 熊本大学附属図書館書庫建築工事書類 昭和35年７月 熊本大学 1960.７ １ ・綴
D ３‐９ 昭和三十三年十一月起 図書館書庫建築工事書類領収証綴 熊本大学期成会 1958.11 １ ・綴
D ３‐10 (熊本大学附属図書館書庫新築関係書類) 熊本大学期成会募金事務局 1960.12.７ １ ・綴
D ３‐11 (熊本大学附属図書館書庫増築に伴う電気配管追加工事関係書類) 熊本大学 1961.５.16 １ ・綴
D ３‐12 (熊本大学附属図書館書庫新築の附帯工事 [書架] 関係書類)
熊本大学期成会募金
事務局 1961.3.10 １
・綴｡ 入札手順､ 契約委任状､ 図書
館調査書など
D ３‐13 (熊本大学附属図書館書庫建築関係書類) 熊本大学期成会募金事務局 1960.11.28 １ ・綴｡入札･契約･請負金支払伺など｡図面あり
D ３‐14‐１ (熊本大学附属図書館給排水・ガス工事竣工､ 完工届) 合資会社上田商会 1956～1957 ４
・Ｄ-３-14番台：封筒一括｡ 表に
｢附属図書館書庫建築書類｣ とあり
D ３‐14‐２ (熊本大学附属図書館電気工事代金関係書類) 合資会社電盛社 1956～1957 １ ・綴
D ３‐14‐３ (熊本大学附属図書館給排水工事代金内訳明細書) 合資会社上田商会 1956 １ ・綴
D ３‐14‐４ (熊本大学附属図書館新築工事既済部分価格内訳書) 株式会社建吉組 1956 １ ・綴
D ３‐14‐５ 熊本大学附属図書館新築工程図 1956 １
D ３‐14‐６ 熊本大学附属図書館新築工事内譯明細書 株式会社建吉組 1956 １ ・綴
D ３‐14‐７ (熊本大学附属図書館支払額内訳書) 熊本大学期成会募金事務局 年未詳 １ ・綴
D ３‐14‐８ 熊本大学図書館建築 事業経過報告 熊本大学期成会 1955～1957 １ ・綴
D ３‐14‐９ 工事請負代金最終回拂請求書 株式会社建吉組 1957 1 ・熊本大学附属図書館新築工事代金請求書｡ 同内容２点あり
D ３‐14‐10 熊大附属図書館新築工事 材料メーカーに依る内訳調書 株式会社建吉組 1956 １
D ３‐14‐11 (熊本大学附属図書館新築工事用電力電燈及用水使用許可申請依頼) 株式会社建吉組 1956 １ ・熊本大学期成会会長桜井三郎宛
D ３‐14‐12 (熊本大学附属図書館設備寄附願書) 熊本大学期成会長寺本広作 1960 １
・熊本大学長本田弘人宛｡ 期成会長
に寄付願出を一任する決議書など｡
｢第一案訂正の部不要 ×である｣
との付紙あり
D ３‐14‐13 (熊本大学附属図書館書庫図面) 年未詳 １ ・同内容３点あり
D ３‐14‐14 熊本大学附属図書館書庫建築計画表 (熊本大学期成会) (1960) １
・ ｢図書館における図書建築委員会
の人名｣ について鉛筆書あり｡ 同内
容５点､ 内１点に修正あり
D ３‐14‐15 (熊本大学附属図書館書庫新営計画図) (熊本大学期成会) 年未詳 １ ・同内容２点あり
D ３‐14‐16 (熊本大学附属図書館書庫の建物寄附願出)
熊本大学期成会長寺
本広作 1960 １
・熊本大学長本田弘人宛
・期成会長に寄付願出を一任する決
議書あり
D ３‐14‐17 (熊本大学附属図書館書庫建築計画) 熊本大学 年未詳 1 ・第１期～第３期の工事計画
D ３‐14‐18 国有敷地に建物等を建物等を寄附する場合の取扱いについて 熊本大学 年未詳 １
・綴｡熊本大学附属図書館の寄附に関
する手続きについて｡ 同内容2点あり
D ３‐14‐19 (熊本大学期成会副会長水上長吉氏の退職に伴う記念品料の贈呈伺) 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
D ３‐14‐20 (熊本大学附属図書館建築に伴う土地使用許可願)
熊本大学期成会長寺
本広作 1960 １ ・綴
D ３‐14‐21 (熊本大学附属図書館増築工事用地使用許可通知) 熊本大学長本田弘人 1960 １ ・D-3-14-20の回答
D ３‐14‐22 (熊本大学附属図書館書庫建築についての建築委員会開催案内)
熊本大学期成会長寺
本広作 1960 １ ・同内容２点あり
D ３‐14‐23
伺 (熊本大学附属図書館書庫建築に
ついての寄附願書および決議書提出
について)
熊本総合大学期成会
長寺本広作 1960 １
・綴｡ 熊本大学長本田弘人宛
・期成会長に寄付願出を一任する決
議書あり
D ３‐14‐24 (熊本大学附属図書館書庫建築の設計依頼の伺)
熊本総合大学期成会
長寺本広作 1960 １ ・綴
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D ３‐15‐１ 工事請負契約書 合資会社電盛社 1961 １
・D-3-15番台：封筒一括｡ 封筒表に
｢高野教官殿 寄附工事関係書類｣
とあり
・熊本大学附属図書館書庫増築に伴
う電気配管工事請負契約書
D ３‐15‐２ 附属図書館書庫増築工事関係書類 合名会社寺辻組 1960 １
・綴｡ 代人届､ 工事着工届､ 現場係
員届､ 熊本大学附属図書館書庫増築
内訳明細書など
D ３‐15‐３ 工事請負契約書 有限会社福岡熊平商店 1961 １
・熊本大学附属図書館書庫積層書架
取設工事請負契約書
D ３‐15‐４ 着工届 有限会社福岡熊平商店 1961 １
・熊本大学附属図書館書庫積層書架
取設工事についてのもの
D ３‐15‐５ 工事費内訳明細書 有限会社福岡熊平商店 1961 １
・熊本大学附属図書館書庫積層書架
取設工事についてについてのもの
D ３‐15‐６ (熊平製作所概要) 株式会社熊平製作所 (1960年代) ３ ・冊子｡｢御使命願書｣(熊本大学宛)､｢会社経歴書｣(印刷物)､｢納入先一覧表｣(印刷物)
D ３‐16 (熊本大学附属図書館書庫新築の附帯工事 [電気] 伺)
熊本大学期成会募金
事務局 1961.４.１ １ ・綴｡ 図面あり
D ３‐17 工事請負契約書 合名会社寺辻組 1960.12 １ ・綴｡ 熊本大学附属図書館書庫増築工事請負契約書
D ３‐18 (熊本大学附属図書館書庫の新築工事延期伺)
熊本大学期成会募金
事務局 1961 １ ・綴
D ３‐19 熊本大学附属図書館新営工事仕様書 (熊本大学期成会) 1955 １ ・綴｡ ｢建築工事共通仕様書｣ (文部省管理局教育施設部) 合綴
D ３‐20 (熊本大学附属図書館書庫新設関係綴) (熊本大学期成会) 1956.3.12 1 ・綴｡ 図面あり
D ３‐21‐１ 熊本大学附属図書館給排水工事第１回既済部分内訳明細書 上田商会 1956 １
・D-3-21番台：紐で一括｡ ｢附属図
書館｣ とあり
D ３‐21‐２ (附属図書館新営工事図面) 1956 65 ・図書館各部図面
D ３‐22‐１ 熊本総合大学創設費寄附金年度別調書 熊本大学 1951～1959 ２
・D-3-22番台：封筒一括｡ 表に ｢図
書館書庫建築工事確認書綴｣ とあり
・同内容２点(内１点に｢(熊本県)｣
とあり
D ３‐22‐２ 昭和35年度 入学生 府県別調書 熊本大学 1960 1 ・府県別入学生の学部毎の内訳
D ３‐22‐３ (熊本大学附属図書館書庫新築工事関係書類) 熊本大学期成会 1960 １
・綴｡ ｢熊本大学附属図書館書庫増
築工事特記仕様書｣､ 図面などあり
D ３‐23‐１ (熊本大学附属図書館書庫 第一期工事概要) 熊本大学 年未詳 １
・D-3-23番台：封筒一括｡ 表に ｢書
庫補充書類｣ とあり
D ３‐23‐２ (熊本大学附属図書館書庫 第一期工事収支内訳) 熊本大学 年未詳 １ ・綴
D ３‐23‐３ (熊本大学附属図書館書庫 第一期・第二期工事費用) 熊本大学 年未詳 １
D ３‐23‐４ 伺 (熊本大学附属図書館書庫建築について)
熊本大学期成会募金
事務局 1960 １
D ３‐23‐５ (熊本大学附属図書館書庫 第一期・第二期工事収支予算) 熊本大学 年未詳 １
・綴｡ ｢一案｣ と朱書あり｡ 同内容
２点あり
D ３‐23‐６ 市 第９期募金表 熊本大学 1960 １ ・綴
D ３‐23‐７ 熊本大学附属図書館書庫新営計画 (熊本大学期成会) 年未詳 1 ・図面
D ３‐23‐８ 熊本大学附属図書館書庫増築計画案 (熊本大学期成会) 年未詳 １
D ４‐１ 実験研究室新営工事平面図 年未詳 １
D ４‐２ 熊本大学教養教室Ｅ棟 (実験研究室)新営工事設計図短計及各部詳細図 年未詳 １
・裏に ｢３｣ と朱書あり｡ 同内容４
点あり
D ４‐３
熊本大学教養教室Ｅ棟 (実験研究室)
新営工事設計図配置図・見取図・軸
割図・建具表・仕上表・仕口詳細図
年未詳 １ ・裏に ｢１｣ と朱書あり
D ４‐４ 熊本大学教養教室Ｅ棟(実験研究室)新営工事設計図平面･各伏図･立面図･軸割図 年未詳 １ ・裏に｢２｣と朱書あり｡ 同内容２点
D ４‐５‐１ 熊本大学教養教室Ｅ棟(実験研究室)新営工事の内給排水工事平面配置･流し詳細 1952.11 １
・｢Ｅ棟給排水｣と朱書あり｡同内容８点
あり｡図面､仕様書についても記載あり
D ４‐５‐２ 教養学教室Ａ棟階下平面図 (1952) 2 ・D-4-6-2の複写版
D ４‐６‐１ 熊本大学教養教室Ｅ棟 (実験研究室)新営工事の内電気工事平面配置 1952.11 １
・ ｢Ｅ棟電｣ と朱書あり｡ 同内容８
点｡ 図面､ 仕様書の記載あり
D ４‐６‐２ 教養教室Ａ棟階下平面図 (1952) １ ・D-4-5-2の原本
D ４‐７‐１ 熊本大学教養科教室第一期工事平面図・各伏図・姿図 (Ａ棟) 1950 １ ・１/９枚中
D ４‐７‐２ 熊本大学教養科教室第一期工事Ｂ棟平面・立面・各伏図 1950 １ ・２/９枚中
D ４‐７‐３ 熊本大学教養科教室第一期工事一般短計図 主要材寸法表 1950 １ ・３/９枚中
D ４‐７‐４ 熊本大学教養科教室第一期工事階段廻詳細図 1950 １ ・４/９枚中
D ４‐７‐５ 熊本大学教養科教室第一期工事２階天井伏・軸組詳細 1950 １ ・５/９枚中
D ４‐７‐６ 熊本大学教養科教室第一期工事合成梁詳細図･配置図･建具表･仕上概要 1950 １ ・６/９枚中
D ４‐７‐７ 熊本大学教養科教室第一期工事Ｂ棟軸組 各部詳細 1950 １ ・７/９枚中
D ４‐７‐８ 熊本大学教養科教室第一期工事Ａ棟附属便所各図 1950 １
・８/９枚中
・裏に ｢第一期｣ と鉛筆書あり
D ５‐１ Ａ棟平面図・各伏図・姿図 年未詳 １
D ５‐２ Ｂ棟平面図・立面図・各伏図 年未詳 １
D ６‐１ 熊本大学工学部平面図 1950 １ ・D-６番台：紐で一括｡ ｢工学部昭和25年｣ の紙片あり
D ６‐２ 工学部配置図 (模様替建物) 1950 １ ・同内容７点あり
D ６‐３ 材料試験機基礎之図 1950 １
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D ６‐４ 応用力学実験室・動力・電灯・瓦斯・水道・配線配管要領図 1950 １
・同内容６点あり｡ 但し､ １枚のみ
朱書あり
D ６‐５‐１ (熊本大学工学部応用力学実験室旧武道場改修工事・平面及立面図) 1950.５ １ ・同内容６点あり
D ６‐５‐２ 応用力学実験室 武道場改修工事・玄関及階段 1950.５ １ ・同内容６点あり
D ６‐６ 応用力学実験室機械配置図 1950 １
D ６‐７ バクトン基礎図 1950 １ ・同内容２点あり
D ７‐１ 熊本大学法文・教育・理学・工学部建物統合計画図 年未詳 1
・D－７番台：封筒一括｡表に｢熊本
大学医学部配置図･熊本大学医学部
附属病院計画図 №１ №２･熊本
大学法文･教育･理･工計画図｣とあり
D ７‐２ 熊本大学薬学部配置図 年未詳 １
D ７‐３ 熊本大学医学部附属病院配置図 年未詳 １
D ７‐４ 熊本大学医学部附属病院復興計画図 年未詳 １
D ８‐１ 工場配置図 年未詳 １ ・｢６/２GHQより返還してもよろしいときている｣ など､メモ書きあり
D ８‐２ (工場・社宅等の配置図) 年未詳 １
D ９‐１ 熊本大学教育学部分教場平面計画 (1954) １ ・期成会寄贈分について鉛筆書あり
D ９‐２ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸科教室電気工事平面図 1954 １
D 10‐１‐１ 土地使用に関する調書 1954 ２ ・D-10-1番台：封筒一括｡ 表に ｢土地使用｣ とあり
D 10‐１‐２ (土地使用許可通知) 熊本市長林田正治 1954.9 ２ ・封筒入｡表に｢土地使用同意書｣とあり・同意書あり
D 10‐１‐３ (熊本大学教育学部美術工芸教室寄贈受領書)
熊本総合大学期成会
長桜井三郎 1955 ４
・封筒入｡表に｢熊本総合大学期成会 高
野主事様 美工教室(検査･寄贈)｣ とあり
D 10‐２ 熊本大学法文学部・教育学部・一般教養部建物統合計画案 1954.３ １ ・図面
D 11 熊本県立第一高等学校校舎平面図 年未詳 １ ・同内容４点あり
D 12‐１ (熊本大学教養科教室第二期工事Ｃ棟附属便所 各図) 1950 ５
・D-12番台：紐で一括｡
・裏にそれぞれ ｢２｣､｢３｣､｢４｣､
｢６｣とあり｡ ただし､｢６｣のみ２点
D 12‐２ 熊本大学学生会館 (学生ホール) 新営工事設計図 年未詳 1 ・原本
D 12‐３ 熊本大学法文学部理学部寄宿舎模様替の内電気施設改修工事 1950.８ １ ・図面､ 仕様書
D 12‐４ (平面図) (1950) １ ・12-３の図の続きか
D 12‐５ (天井各縁詳細図 西出入口詳細) (1950) 1 ・12-３の図の続きか｡ 同内容２点
D 12‐６ (配置図) (1950) １ ・12-３の図の続きか
D 12‐７ 熊本大学法文学部理学部平面図 1950 １ ・教養教室の新営に係るもの (12-３の図の続きか)
D 12‐８ 熊本大学教養科教室第一期工事の内電気施設工事 平面側面図 年未詳 1
D 12‐９ 実験台(４×６),同(４×９)及教卓設計図 年未詳 １ ・同内容９点
D 12‐10 熊本大学教養科教室第一期工事 見取図 1950 １ ・原本 (１点)､ 複写版 (３点)
D 12‐11 (断面図・平面図・正面図) (1950) １ ・教養教室関係か
D 12‐12 熊本大学教養教室[実験研究室]新営工事設計図 短計詳細図 (1950) ３
・各図面裏に ｢３｣､ ｢４｣､ ｢６｣ と
あり
D 12‐13 (教養科教室C棟図面) (1950) １
D 12‐14 (平面図) (1950) １ ・D-12-12の続きか
D 12‐15 熊本大学教養学教室第二期工事の内給排水施設工事平面配置・水呑足洗場詳細 1950 １
・図面､ 仕様書｡ 図面裏に ｢第二期
水道｣ とあり
D 12‐16 熊本大学教養科教室第二期工事 (1950) １ ・図面｡裏に｢電気工事｣､｢４｣とあり
D 12‐17 実験テーブル及教卓 設計図 (1950) １ ・原本１点､ 複写版６点
D 12‐18 実験研究室新営工事平面図 (1950) １ ・裏に ｢教養教室Ｄ｣ と朱書きあり｡同内容２点あり
D 12‐19 熊本大学教養科教室第一期工事Ａ棟附属便所 各図 1950 １ ・8/9枚中
D 12‐20 熊本大学教養科教室第一期工事電気施設工事 (1950) １
・図面｡ 裏に ｢教養教室 電①｣ と
朱書あり｡ 同内容２点
D 12‐21 熊本大学教養科教室第一期工事階段廻詳細図 1950 ２ ・４/９枚中
D 12‐22 熊本大学教養科教室第一期工事 1950 ３
・図面｡１､２､３/９枚中｡それぞれ平面
図･各伏図･姿図(Ａ棟①)､Ｂ棟平面･立面･
各伏図②､一般短計図主要材寸法表③
D 12‐23 熊本大学教養教室 [実験研究室] 新営工事設計図 (1950) ９
・裏に｢７｣(２点)､｢６｣(２点)､｢５｣(２
点)､｢４｣(２点)､｢２｣(１点)と朱書あり
D 12‐24 熊本大学教養科教室第一期工事 合成梁詳細図・配置図・建具表・仕上概要 1950 ２ ・６､ ７/９枚中
D 12‐28 熊本大学教養教室 (実験研究室) 新営工事設計図 1952 ７
・｢１｣(１点)､｢２｣(１点)､｢３｣(１点)､｢４｣(１
点)､｢５｣(１点)､｢６｣(１点)､｢７｣(１点)とあり
D 12‐29 熊本大学教養教室 (実験研究室) 新営工事の内給排水施設工事 1952 13
・D-12-29～31：一括｡ ｢教養教室｣
｢工事図書教養第一期｣ ｢教養教室Ｄ
棟 (実験研究室) 図面｣ の紙片あり
・図面
D 12‐30 熊本大学教養教室 (実験研究室) 新営工事の内電気工事 1952 ９ ・図面
D 12‐31 熊本大学教養教室 (実験研究室) 新営工事の内瓦斯施設工事 1952 ３ ・図面
D 13 熊本大学教養学教室第一期工事の内給排水施設工事 1951.６ ３
・封筒入｡ 表に ｢工事図書教養第一
期｣ とあり
D 14‐１ 学生ホール食卓設計図 年未詳 １ ・裏に ｢学生ホール食卓｣ とあり｡同内容６点あり
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D 14‐２ 熊本大学学生会館新営の内電気工事 1954 1 ・図面｡ 裏に ｢学生ホール電気｣ とあり｡ 同内容５点あり
D 14‐３ 熊本大学学生会館新営工事の内給排水並瓦斯工事 1954 １
・図面｡ 裏に ｢学生ホール給排水ガ
ス｣ とあり｡ 同内容３点あり
D 14‐４ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸科教室新営工事 年未詳 １ ・図面
D 14‐５ 熊本大学学生ホール新営工事仕様書 1954 １ ・綴｡同内容３点あり､内１点に日付の記入あり
D 15                   (        ) 熊本大学期成会 1954 １ ・図面｡ 潮流の区画についてのもの
D 16‐１ 教育学部音楽教室新営工事 1952 １ ・図面｡ 裏に ｢教育学部音楽教室新営工事 (京町)｣ と鉛筆書あり
D 16‐２ 教育学部新敷地美術工芸教室給排水並瓦斯新設工事 1954 １ ・図面｡ １/２枚中
D 16‐３ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸教室新営工事 1954 １ ・図面｡ ２/２枚中｡ 仕様書あり
D 16‐４ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸教室新営工事 1954 １ ・図面｡ ９/９枚中
D 16‐５ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸教室新営工事 1954 １ ・図面｡ ７/９枚中
D 16‐６ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸教室新営工事 1954 １ ・図面｡ ８/９枚中
D 16‐７ 教育学部新敷地美術工芸科教室給排水並瓦斯新設工事 1954 １
・図面｡ ２/２枚中｡ D-16-3と同内
容だが､ 仕様書なし
D 16‐８ 熊本大学教育学部新敷地 1954 １ ・図面｡ ５/９枚中
D 16‐９ 熊本大学教育学部新敷地美術工芸科教室電気工事 1965 １ ・図面｡ １/２枚中
D 16‐10 (動物舎建築図面) 年未詳 １ ・図面原本
D 16‐11 教育学部音楽教室新営工事 1952 １ ・1/2枚中・原本
D 16‐12 教育学部音楽教室新営工事 1952 １ ・図面原本｡ 2/2枚中
D 17‐１ 熊本大学医学部附属病院犬舎新営工事仕様書 年未詳 1 ・図面｡ 原本(１点)､ 複写版(８点)
D 17‐２ 熊本大学医学部附属病院犬舎新営工事 1954 １ ・図面｡ 原本(１点)､ 複写版(６点)
D 17‐３ (動物舎建築確認通知書) 熊本大学期成会 1951 １ ・綴｡図面３点あり(熊本大学医学部附属病院配置図[１点]､建物断面詳細図[２点])
D 17‐４ 熊本医科大学付属病院復興計画平面図 年未詳 １
D 17‐５ 熊本大学医学部付属病院復興計画図 年未詳 １
D 17‐６ (動物舎断面詳細図) 年未詳 １
D 17‐７ 熊本大学医学部付属病院配置図 年未詳 １ ・原本 (１点)､ 複写版 (２点)
D 17‐８ (動物舎断面詳細図) 年未詳 １ ・同内容２点あり
D 18 (教育学部棟図面) 年未詳 ４ ・教育学部棟設計図・ ｢教育学部｣｢学生部｣と紙片あり
E １ 昭和三十四年度 印刷費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ２ 昭和三十四年度 手当領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ３ 昭和三十四年度 会議費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ４ 昭和三十四年度 出張命令簿 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ５ 昭和三十四年度 旅費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ６ 昭和三十四年度 雑費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ７ 昭和三十四年度 懇談費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ８ 昭和三十四年度 備品費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E ９ 昭和三十四年度 督励費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 10 昭和三十四年度 通信費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 11 昭和三十四年度 消耗品費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 12 昭和三十四年度 食料費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 13 昭和三十四年度 燃料費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 14 昭和三十四年度 文具費領収証 (熊本大学期成会) 1959 １ ・綴
E 15 (昭和三十五年度 旅費領収証) (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴
E 16 (昭和三十五年度 会議費領収証) (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴｡ 但し､ 表紙のみで中身なし
E 17 (昭和三十五年度 燃料費領収証) (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴
E 18 昭和三十六年度 食料費領収証 (熊本大学期成会) 1961 １ ・綴
E 19 昭和三十六年度 消耗品費領収証 (熊本大学期成会) 1961 １ ・綴
E 20 昭和三十六年度 印刷費領収証 (熊本大学期成会) 1961 １ ・綴
E 21 (昭和三十五年度 文具費領収証) (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴
E 22 (昭和三十五年度 食料費領収証) (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴
E 23 昭和二十五年五月起 寄贈台帳 熊本総合大学期成会 1950～1960 ８ ・綴｡ 物品寄贈書
E 24 昭和二十五年五月起 寄贈台帳(原稿) 熊本大学期成会 1950～ １ ・綴
E 25 (備品寄贈関係書類) 熊本大学期成会 1957 ８ ・封筒に ｢寄贈関係書類｣ とあり
E 26 熊本大学附属図書館給排水工事内訳明細書
熊本大学施設課寺脇
文男 1956～ ２
・綴､ 封筒入｡ 熊本大学期成会募金
事務局 高野先生宛
E 27 熊本大学期成会引継書 (熊本大学期成会) 1961 １ ・綴
E 28 熊本総合大学創設費 (助成金) 補助について
熊本総合大学期成会
長桜井三郎 1956 １ ・綴
E 29 (寄贈品関係) 熊本大学期成会長寺本広作 1959 １ ・綴｡ 法文学部図書目録
E 30 (寄贈品関係) 熊本総合大学期成会長寺本広作 1960 １
・綴｡ 理・教・法文・薬学部物品寄
贈関係書類
E 31 (寄贈物品受領書) 熊本大学長鰐淵健之 1950 １ ・綴｡学長用乗用車､法文学部教室など
E 32 (寄贈図書器具他の受領書) 熊本大学長鰐淵健之 1951 １ ・綴｡ 図書・機器・土地等の寄贈書
E 33 (熊本大学理学部教養教室寄贈・受領書) 熊本大学長鰐淵健之 1952 １ ・綴
E 34 (工学部用地の寄贈・受領書) (熊本大学期成会) 1953 １ ・綴
E 35 (支出元台帳) (熊本大学期成会) 1958～1961 ７ ・綴､封筒入｡封筒に｢元台帳 肥後銀行｣とあり
E 36 総合大学期成会経費支出簿 教育文化部総務課 1947～1948 １ ・綴
E 37 事務局員退職手当及役員退職記念品領収証綴 熊本大学期成会事務局 1961 １ ・綴
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E 38 出張伺 熊本大学期成会 1960～1961 １ ・綴
E 39 (熊本大学理学部備品購入関係) 熊本大学理学部 1959 ９ ・封筒一括｡封筒に｢理学部 №４｣とあり｡パンフレット､購入書類など
E 40 (熊本大学薬学部備品購入関係) 熊本大学期成会 1958 ４ ・封筒一括｡ 封筒に ｢薬学部内容充実 ４｣ とあり｡ パンフレットなど
E 41 (熊本大学法文学部備品・書籍関係) 熊本大学期成会 1958～1959 11 ・封筒一括｡封筒に｢法文学部 №５｣とあり
E 42 (熊本大学医学部実験器具関係) 熊本大学期成会 1958～1959 14 ・封筒一括｡封筒に｢医学部実験器具 ４｣とあり｡パンフレット､備品購入書類など
E 43 (熊本大学各学部備品関係) 熊本大学期成会 年未詳 20 ・封筒一括｡封筒に｢工・理・薬・医器具｣とあり｡ 備品購入書類など
E 44 (理学部内容充実物品購入関係) 熊本大学期成会 1956 25 ・封筒一括｡封筒に｢第三回理学部内容充実関係書｣とあり｡備品購入書類など
E 45‐１ 昭和二十四年一月現在 熊本県郡別町村名町村長名簿 熊本総合大学事務局 1949 １
・E-45番台：封筒一括｡ 表に ｢熊
本大学整備に関する書類｣ とあり
E 45‐２ 熊本総合大学期成会委員 熊本大学期成会 年未詳 １ ・綴
E 45‐３ 熊本大学医学部附属病院に関する調書 熊本大学期成会 年未詳 1 ・綴
E 45‐４ 病院完成後の病床数 熊本大学期成会 1951 １ ・綴
E 45‐５ 昭和28年度 国立文教施設費概算要求内訳書 熊本大学期成会 1953 1 ・綴｡同内容２点あり(内１点に書込みあり)
E 45‐６ (学部及講座数･経費概要･臨時費内訳) 熊本総合大学期成会 1949～1952 １ ・綴｡ 同内容２点
E 45‐７ 熊本大学整備計画事業量調 熊本大学期成会 1952 １ ・同内容２点あり
E 45‐８ 昭和二十三年度 歳入歳出予算 熊本大学期成会 1948 １ ・綴｡ 熊本大学関係予算か
E 45‐９ 経費増減事項別表 熊本大学期成会 1949～1952 １ ・総合大学創設に要する経費､ 旧制学校縮減経費についてのもの
E 45‐10 (天草郡募金収入調書) 熊本大学募金事務局 1952～1956 4
・天草郡募金目標額(第１期～第５期)､
第５期､第６期の収入調書､29年度以前
滞納繰越額を含む30年度の収入調書
E 46 昭和三十六年度 懇談費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 47 昭和三十六年度 文具費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 48 昭和三十六年度 燃料費領収証 熊本大学期成会 1961 1 ・綴
E 49 昭和三十六年度 予備費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 50 昭和三十六年度 雑費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 51 昭和三十六年度 督励費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 52 昭和三十六年度 備品費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 53 昭和三十六年度 通信費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 54 昭和三十六年度 手当領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 55 昭和三十六年度 会議費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 56 昭和三十六年度 旅費領収証 熊本大学期成会 1961 １ ・綴
E 57 昭和三十五年度 消耗品費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 58 昭和三十五年度 手当 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 59 昭和三十五年度 雑費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 60 昭和三十五年度 懇談費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 61 昭和三十五年度 督励費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 62 昭和三十五年度 備品費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 63 昭和三十五年度 印刷費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 64 昭和三十五年度 通信費 熊本大学期成会 1960 １ ・綴
E 65 昭和三十三年度 雑費領収証 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 66 昭和三十三年度 旅費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 67 昭和三十三年度 文具費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 68 昭和三十三年度 食料費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 69 昭和三十三年度 消耗品費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 70 昭和三十三年度 印刷費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 71 昭和三十三年度 通信費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 72 昭和三十三年度 督励費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 73 昭和三十三年度 懇談費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
E 74 (教育学部備品購入関係書類) 熊本大学期成会 1958～ 43 ・封筒一括｡表に｢教育学部 №２｣とあり
E 75 第三期各学部充実関係書類 熊本大学期成会 1956 ９ ・封筒一括｡表に｢昭和三十一年十一月｣と朱書あり
E 76 (工学部備品購入関係書類) 熊本大学期成会 1958 24 ・封筒一括｡表に｢工学部 №５｣とあり
E 77 第四期(昭和三十三年四月起)各学部充実伺 熊本大学期成会 1958 ８ 綴｡
E 78 (教育学部内容設備関係書類) 熊本大学期成会 1956 45 ・封筒一括｡表に｢教育学部内容設備｣とあり
E 79 昭和三十三年度 燃料費領収書 熊本大学期成会 1958 １ ・綴
F １ 昭和二十四年二月起 復命書綴 熊本総合大学期成会募金事務局 1949.２ １
F ２ 昭和二十四年一月調 管内鉄道・駅名・粁程・定額旅費調書綴
熊本総合大学期成会
募金事務局 1949.1 1
F ３ (原子力平和利用会議領収証) 熊本大学期成会 1960 ６ ・封筒一括｡ 表に ｢原子力平和利用会議録の領収証在中｣ とあり
F ４ 市電キップ支出簿 熊本総合大学期成会 1953～1961 １
F ５ 熊本縣管内粁程表 熊本県内政部会計課 1944.10 １ ・昭和19年10月改訂版
F ６‐１ 収支決算書 熊本総合大学期成会 1962.4 ２
F ６‐２ 熊本総合大学創設費昭和35年度募金目標 (熊本大学期成会) 1960 １ ・各市郡別内訳
F ６‐３ 熊本総合大学創設費昭和32年度募金目標 (熊本大学期成会) 1957 1 ・各市郡別内訳｡ 同内容28点あり
F ７ 期成会借用書 熊本総合大学期成会 1955～ 18 ・物品借用書・購入領収証
F ８ 市民税･県民税･給与所得源泉徴収書類 熊本大学期成会募金事務局 1957～1961 ７ ・期成会事務局職員の給与所得税･市民税徴収簿など
F ９ 昭和二十四年度起 予算関係書類綴 熊本総合大学期成会 1949 １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.５.31｣と貼紙あり
F 10 町村長町村議長名簿 熊本県町村会 1953～ １
F 11 (熊本県事務所･各郡町村会,各市･各郡地方事務所名簿) 熊本大学 年未詳 １
F 12 昭和二十四年一月起 人事に関する綴 熊本総合大学期成会 1949.１～ １
F 13 熊本大学期成会募金事務局 整理費領収証 熊本大学期成会募金事務局 1961 １ ・綴
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F 14 (旅費領収証綴) 熊本大学期成会募金事務局 1949～1950 １
F 15 (熊本大学期成会寄附金使途調書) 熊本大学期成会 1953～1955 １ ・綴｡ 物品・図書購入等について
F 16‐１ (期成会寄附金使途調書) 熊本総合大学期成会 1954 4
・F-16番台：封筒一括｡ 封筒表に
｢諸請求書｣ とあり
・経費・物品購入について
F 16‐２ (熊本大学内容充実関係書類) 熊本大学期成会 1954 14
F 16‐３ 移動式温床設計図 熊本大学薬学部 年未詳 １ ・図面
F 17 昭和二十六年四月起 出張命令簿 熊本総合大学期成会 1951.４～ １ ・綴｡表紙に｢会計監査済30.５.31｣と貼紙あり
F 18 昭和二十五年起 決算書 熊本総合大学期成会 1950～ １ ・綴
F 19 昭和二十四年一月起 出張命令簿 熊本総合大学期成会 1949.１ １ ・綴
F 20 昭和二十四年九月起 出張命令簿 熊本総合大学期成会 1949.９ １ ・綴
F 21 (旅費領収証) 熊本総合大学期成会募金事務局 1951 ５ ・綴
F 22 昭和二十九年度入学学生寄附金申込書綴 熊本大学期成会 1954 １ ・綴
F 23 (二十九年四月 入学生寄附金) 熊本大学期成会 1954 １ ・綴｡表紙に｢学生部学生課取扱分｣とあり
F 24‐１ (新入学生寄附金名簿) 熊本大学期成会 1956 16
・F-24番台：包紙一括｡ 包紙表に
｢期成会新入学生寄付名簿｣ とあり
・綴
F 24‐２ (新入学生寄附金名簿) 熊本大学期成会 1958 15
・綴､ 封筒入｡ 封筒に ｢昭和三十二
年度｣ の朱書きあり｡ 寄付金名簿､
寄付願の封書等
F 24‐３ (昭和三十四年度入学生 入学金受付簿) 熊本大学期成会 1959 19 ・綴｡寄付金名簿､封書､寄附申込書
F 24‐４ (昭和三十三年度入学生名簿) 熊本大学期成会 1958 ７ ・綴､封筒入｡封筒に｢昭和三十三年度｣と朱書きあり｡学部別入学生名簿
F 24‐５ 昭和三十五年度入学生名簿 熊本総合大学期成会 1960 5 ・綴｡ 入学生寄付金名簿
F 25‐１ 熊本総合大学臨時費寄附金を以て整備する分 (熊本大学期成会) 1953 １
・第一・第二期計画についてのもの｡
同内容16点あり
F 25‐２ 第五期目標額算出案 熊本大学 1953 ２ ・綴｡ 各市郡別に金額のリスト (募金金額か)
F 25‐３ 第一表寄附総額表 (熊本大学期成会) 1951 １ ・同内容51点あり
F 26 (支出伺・領収証綴) 熊本大学期成会 1948～1949 １
・綴｡ ｢現制中学校々舎余裕状況調｣
(昭和二十三年) として県下各中等
教育機関の調書などあり
F 27 昭和二十四年度起 寄附納入通知控 熊本総合大学期成会 1949 １ ・綴
F 28 受入伺 (熊本大学期成会) 1960 １ ・綴｡ 表紙に ｢キフ｣ と鉛筆書あり
F 29 熊本大学新入生寄附金受入簿 昭和35年８月９日起 熊本大学期成会 1960.8 １ ・綴
F 30 昭和二十九年度 市民税源泉徴収簿 熊本大学期成会募金事務局 1954 1 ・綴
F 31 昭和三十年度 給与所得源泉徴収簿(県民税・市民税) 熊本総合大学期成会 1955 １ ・綴
F 32 昭和三十一年度 給与所得源泉徴収簿 (県民税・市民税) 熊本総合大学期成会 1956 １ ・綴
F 33 昭和二十九年度 給与所得源泉徴収簿
熊本総合大学期成会
募金事務局 1954 １ ・綴
F 34 昭和二十五年度 給与所得源泉徴集簿
熊本総合大学期成会
募金事務局 1950 １ ・綴
F 35 昭和二十四年度 給与所得源泉徴集簿
熊本総合大学期成会
募金事務局 1949 １ ・綴
F 36 桜井会長・渋谷委員記念品料領収証 熊本大学期成会 1959 1 ・綴
F 37‐１ 収支決算書 熊本大学期成会 1962.４ １ ・綴
F 37‐２ 手数料 (交付金) 支払一覧表 熊本大学 1949.１ １ ・綴
F 37‐３ 熊本総合大学期成会募金 熊本大学期成会 1949 １ ・綴
F 38 昭和廿七年度 市民税源泉徴収簿 熊本総合大学期成会 1952 1 ・綴
F 39 昭和二十八年度 給与所得源泉徴収簿
熊本総合大学期成会
募金事務局 1953 １ ・綴
F 40 昭和二十八年度 市民税源泉徴収簿 熊本総合大学期成会募金事務局 1953 １ ・綴
F 41 昭和二十七年度 給与所得源泉徴収簿
熊本総合大学期成会
募金事務局 1952 １ ・綴
F 42 昭和廿六年度 市民税源泉徴収簿 熊本大学期成会 1951 １ ・綴
F 43 昭和廿四年度以降 募金支出簿 熊本総合大学期成会 1949～ １ ・綴
F 44 昭和二十四年度以降 募金支出簿 第二号 熊本総合大学期成会 1949～ １ ・綴
F 45 昭和二十四年以降 募金支出簿 第三号 熊本大学期成会募金事務局 1949～ 1 ・綴
F 46 第四期 募金目標割当資料 昭和28年３月 熊本大学期成会 1953.３ １ ・綴
F 47‐１ 基準財政需要額 世帯数・学生数 (熊本大学期成会) 年未詳 １ ・F-47番台：一括して袋入り｡袋に｢昭和三十五年度 募金目標(調査書類)｣とあり
F 47‐２ 熊本総合大学創設費 昭和35年度募金目標 熊本大学期成会 1960 １ ・同内容３点あり
F 48 各郡町村募金割当目標額表 募金事務局 1949 １ ・綴
F 49 昭和二十六年三月 第二回各郡募金割当表 熊本大学期成会 1951 １ ・綴
F 50 昭和二十七年度 (第三期) 熊本総合大学創設費各郡内町村目標額 熊本総合大学期成会 1952 １ ・綴
F 51 昭和二十八年度 (第四期) 熊本総合大学創設費各郡内町村目標額 熊本総合大学期成会 1953 １ ・綴
F 52 第五期 各郡町村目標額 熊本大学期成会募金事務局 1953 １ ・綴
F 53 第六期 各郡町村目標額 熊本総合大学期成会 1955 １ ・綴
F 54 昭和廿六年度 給与所得源泉徴収簿 熊本総合大学期成会募金事務局 1951 １ ・綴
G １ 金銭出納簿 熊本大学期成会 1949～1951 １
G ２‐１ 金銭出納帳 熊本大学期成会 1958 １
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G ２‐２ (昭和三十二年度熊本大学期成会募金事務局 常費実施伺) 熊本大学期成会 1957.3 １ ・綴
G ２‐３ (昭和三十三年度熊本大学期成会募金事務局 常費実施伺) 熊本大学期成会 1958.3 １ ・綴
G ２‐４ (昭和三十四年度熊本大学期成会募金事務局 常費予算実施伺) 熊本大学期成会 1959.3 １ ・綴
G ３‐１ 金銭出納帳 熊本大学期成会 1960 １
G ３‐２ (昭和三十五年度熊本大学期成会募金事務局 常費伺) 熊本大学期成会 1959.12 １ ・綴
G ４‐１ 金銭出納帳 熊本大学期成会 1956～1957 １
G ４‐２ (昭和三十一年度熊本大学期成会募金事務局 常予算実施伺) 熊本大学期成会 1956 １ ・綴
G ５ 金銭出納帳 熊本大学期成会 1957～1958 １
G ６ 金銭出納簿 熊本大学期成会 1949 １
G ７ 金銭出納簿 熊本大学期成会 1949～1954 １
G ８ 金銭出納帳 熊本大学期成会 1959～1960 １
G ９ 金銭出納簿 熊本大学期成会 1950～1961 １
G 10 金銭出納帳 熊本大学期成会 1953～1958 １
G 11 金銭出納帳 熊本大学期成会 1957～1961 １
G 12 金銭出納帳 熊本大学期成会 1952～1953 １
G 13 金銭出納帳 熊本大学期成会 1961 １
G 14 経費明細帳 熊本大学期成会 1954～1955 １
G 15 金銭出納帳 熊本大学期成会 1955～1956 １
G 16 (熊本大学学生会館落成式典の式辞) 熊本総合大学期成会々長 1954.８ １ ・包紙あり
G 17 自昭和三十六年四月至昭和 月次決算書 熊本総合大学期成会 1961.４ １ ・綴
G 18 自昭和三十五年四月至昭和三十六年三月 月次決算書 熊本総合大学期成会 1960.４～1961.３ １ ・綴
G 19 自昭和三十年四月至昭和三十一年三月 月末決算 熊本総合大学期成会 1955.４～1956.３ １ ・綴
G 20 決算月表 熊本総合大学期成会 1953 １ ・綴
G 21 自昭和三十三年四月至昭和三十四年三月 月次決算書 熊本総合大学期成会 1958.４～1959.３ １ ・綴
G 22 自昭和三十二年四月至昭和三十三年三月 月次決算書 熊本総合大学期成会 1957.４～1958.３ １ ・綴
G 23 自昭和三十一年四月至昭和三十二年三月 月末決算 熊本総合大学期成会 1956.４～1957.３ １ ・綴
G 24 自昭和三十四年四月至昭和三十五年三月 月次決算書 熊本総合大学期成会 1959.４～1960.３ １ ・綴｡ 裏に ｢34年度経常｣ とあり
G 25 決算における準備書類 正 熊本総合大学期成会 1952～1955 １ ・綴
G 26‐１ 昭和二十五年管外往復書類綴 熊本大学期成会 1950 １
・Ｇ-26番台：包紙一括｡ 包紙に
｢海外募金名簿｣ とあり
・綴｡ 山口県・兵庫県からの大学設
置状況について問い合わせ
G 26‐２‐１ 昭和二十四年八月起 海外関係書類綴
熊本総合大学募金事
務局 1949 １ ・海外協力者との手紙往復綴
G 26‐２‐２ ハワイ観光団熊本県人名簿 年未詳 １
G 26‐３ 昭和二十五年十月起 海外通信往復綴 熊本総合大学期成会 1950 １ ・海外協力者との手紙往復綴
G 26‐４ 布哇島 寄附芳名 期成会 年未詳 １ ・綴
G 26‐５ 一千九百五十三年七月 寄附芳名録 熊本総合大学創設後援会取扱人松永安平 1953.７ １ ・綴
G 26‐６ 昭和廿七年七月起 海外関係綴 (三) 熊本大学期成会 1952.7 1 ・海外協力者との手紙往復綴
G 26‐７ (名簿) (熊本大学期成会) 年未詳 １ ・綴｡ 海外居住者名簿か
G 26‐８ (名簿) (熊本大学期成会) 年未詳 １ ・綴｡ 海外居住者名簿か
